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明
代
中
国
の
地
方
統
治
は
三
司
制
に
見
ら
れ
る
分
割
統
治
を
特
色
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
不
便
き
わ
ま
り
な
い
制
度
が
明
一
代
を
通
し

て
機
能
し
た
と
は
思
え
な
い
。
例
え
ば
按
察
司
だ
け
で
地
方
監
察
が
果
た
せ
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
監
察
御
史
の
守
備
範
囲
が
拡
が
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
し
、
都
司
機
能
の
不
十
分
さ
が
巡
撫
・
総
督
・
提
督
な
ど
の
「
使
職
」
の
権
能
を
拡
大
さ
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
は
三
司
制
に
重
層
す

る
方
向
で
、
制
度
運
用
上
の
変
更
が
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
三
司
の
一
翼
で
あ
る
都
司
の
変
遷
を
明
一
代

を
通
じ
て
観
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
の
端
緒
で
あ
る
。
都
司
は
地
方
の
軍
政
を
掌
る
機
関
で
あ
り
な
が
ら
、
早
晩
、
そ
の
影
は
薄
く
な
っ
て
行
っ

た
。
都
司
の
機
能
的
役
割
の
時
系
列
的
な
変
化
を
観
察
す
る
上
で
、
ま
ず
、
都
司
の
重
要
役
職
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
就
任
し
て
い
た
か
、
そ
の
変

遷
を
明
一
代
を
通
し
て
見
て
み
た
い
が
、
紙
幅
の
関
係
で
、
ま
ず
は
遼
東
に
限
っ
て
見
て
み
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

都
指
揮
使
、
都
司
、
遼
東
、
掌
印
、
三
司
制
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は
じ
め
に

明
代
の
地
方
統
治
体
制
の
要
点
が
三
司
制
に
よ
る
分
割
統
治
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
明
代
の
地
方
は
行
政
を

担
う
承
宣
布
政
使
司
（
以
下
、
布
政
司
）、
軍
事
を
担
う
都
指
揮
使
司
（
以
下
、
都
司
）、
及
び
監
察
の
官
で
あ
る
提
刑
按
察
使
司
（
以
下
、

按
察
司
）
の
三
司
が
分
立
し
て
統
治
を
行
い
、
三
司
は
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
に
直
結
し
て
い
て
官
制
系
統
上
、
中
央
官
庁
群
に
属
す
る
こ
と

な
く
、
ま
た
、
一
方
を
統
べ
る
地
方
長
官
す
ら
置
か
な
い
。
こ
れ
は
明
朝
建
国
の
主
で
あ
る
朱
元
璋
の
官
僚
に
対
す
る
徹
底
し
た
不
信

感
が
露
わ
と
な
っ
た
も
の
で
、
地
方
官
の
果
て
ま
で
皇
帝
直
轄
に
し
な
け
れ
ば
収
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て

明
朝
の
太
祖
が
そ
う
決
定
し
た
以
上
は
王
朝
を
通
し
た
定
制
と
し
て
実
行
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
い
か
に
も
使
い
勝

手
の
悪
そ
う
な
制
度
に
は
早
晩
歪
み
は
現
れ
そ
う
な
も
の
で
、
実
際
に
も
三
司
分
立
の
中
に
う
ま
く
機
能
し
な
い
と
こ
ろ
が
生
じ
た
こ

と
で
、
運
用
上
、
巡
撫
や
総
督
、
巡
按
な
ど
の
謂
わ
ば
「
使
職
の
官
」
が
生
じ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
所
謂｢

使
職
の
官｣

の
問
題
は
本
稿
で
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
三
司
の
う
ち
で
都
司
の
人
事
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
本

稿
の
目
的
で
あ
る
。

三
司
の
長
は
布
政
司
が
左
布
政
使
と
右
布
政
使
、
按
察
司
が
按
察
使
、
都
司
が
都
指
揮
使
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
司
の
長
が
常
に
缺
員

な
く
任
命
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
左
右
の
布
政
使
に
つ
い
て
は
張
徳
信
『
明
代
職
官
年
表
』
第
四
冊
（
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
九
年
）、

「
承
宣
布
政
使
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
洪
武
九
年
（
一
三
七
六
）
か
ら
明
朝
滅
亡
の
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
ま
で
若
干
の
年
の
缺
員
を

除
け
ば
一
貫
し
て
任
命
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
按
察
使
は
同
じ
く
「
提
刑
按
察
使
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
洪
武
三
年
（
一
三
七
〇
）
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か
ら
洪
武
二
五
年
（
一
三
九
二
）
ま
で
は
部
分
的
・
断
続
的
な
任
用
で
あ
る
が
、
同
二
六
年
（
一
三
九
三
）
か
ら
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）

ま
で
は
ほ
ぼ
継
続
し
て
任
用
さ
れ
、
同
七
年
（
一
六
三
四
）
以
降
は
殆
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
崇
禎
十
七
年
に
最
後
の
任
用
が
な
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
布
政
使
と
按
察
使
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
明
代
を
通
し
て
任
用
が
な
さ
れ
て
い
た
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
都
司
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
都
指
揮
使
の
任
用
に
つ
い
て
は
頼
り
に
す
べ
き
デ
ー
タ
集
積
と
分
析
を
缺
く
。
こ
れ
は
明
代
を
通
し

て
見
た
場
合
に
都
司
の
存
在
感
が
な
い
こ
と
を
如
実
に
表
す
も
の
で
、
三
司
制
の
中
で
も
少
な
く
と
も
人
事
上
、
都
司
の
形
骸
化
が
進

ん
だ
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
本
稿
が
三
司
の
中
で
も
都
司
の
人
事
に
焦
点
を
絞
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

三
司
制
が
創
設
さ
れ
る
の
は
洪
武
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
明
朝
の
成
立
は
そ
れ
か
ら
遡
っ
た
洪
武
元
年
（
一
三
六
八
）
で
あ
り
、
そ

の
当
時
の
国
家
統
治
体
制
は
基
本
的
に
元
朝
の
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
、
中
央
で
は
皇
帝
の
下
に
中
書
省
を
置
き
、
中
書
省
の
左

右
の
丞
相
に
中
央
官
界
の
行
政
権
限
は
集
中
し
て
い
た
。
ま
た
、
地
方
の
行
政
体
系
も
同
様
に
元
朝
の
行
省
制
度
を
引
き
継
ぎ
、
各
行

省
は
行
政
と
軍
政
の
二
権
を
有
し
相
対
的
に
独
立
性
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
洪
武
九
年
の
「
空
印
の
案
」
直
後
に
行
省
が
廃

止
さ
れ
、
布
政
司
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
司
制
が
確
立
さ
れ
る
。
洪
武
十
三
年
（
一
三
八
〇
）
に
は
胡
惟
庸
の
獄
で
宰
相
胡

惟
庸
以
下
が
捕
縛
・
処
刑
さ
れ
る
と
、
中
書
省
は
廃
止
さ
れ
て
六
部
が
皇
帝
直
結
と
な
り
、
大
都
督
府
も
五
軍
都
督
府
に
改
組
さ
れ
、

御
史
台
も
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
「
空
印
の
案
」
か
ら
洪
武
二
六
年
の
藍
玉
の
獄
に
至
る
朱
元
璋
に
よ
る
粛
清
は
、
皇
帝
へ
の
権
力
の
集

中
、
皇
太
子
・
皇
太
孫
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
権
力
移
譲
を
狙
っ
た
疑
獄
事
件
で
あ
り
、
帝
権
へ
の
障
害
に
な
り
そ
う
な
人
々
の
除
去
と
制

度
改
変
が
連
動
し
て
い
た）

1
（

。
か
く
て
元
朝
か
ら
引
き
継
が
れ
た
制
度
は
洪
武
年
間
に
次
々
と
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
都
司
の
創
出
は

空
印
の
案
に
先
立
つ
洪
武
八
年
（
一
三
七
五
）
に
行
わ
れ
た
。『
明
実
録
』
洪
武
八
年
十
月
癸
丑
（
二
七
日
）
の
条
に
は
、
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以
在
外
各
処
所
設
都
衛
並
改
為
都
指
揮
使
司
。
燕
山
都
衛
為
北
平
都
指
揮
使
司
、
北
平
衛
為
燕
山
前
衛
指
揮
使
司
、
西
安
都
衛
為

陜
西
都
指
揮
使
司
、
西
安
行
都
衛
為
陜
西
行
都
指
揮
使
司
、
太
原
都
衛
為
山
西
都
指
揮
使
司
、
置
太
原
前
衛
指
揮
使
司
。
大
同
都

衛
為
山
西
行
都
指
揮
使
司
、
杭
州
都
衛
為
浙
江
都
指
揮
使
司
、
錢
塘
衛
為
杭
州
左
衛
指
揮
使
司
、
仁
和
衛
為
杭
州
右
衛
指
揮
使
司
。

江
西
都
衛
為
江
西
都
指
揮
使
司
、
置
南
昌
左
衛
指
揮
使
司
。
青
州
都
衛
為
山
東
都
指
揮
使
司
、
置
青
州
左
・
右
二
衛
指
揮
使
司
。

成
都
都
衛
為
四
川
都
指
揮
使
司
、
置
成
都
中
衛
指
揮
使
司
。
福
州
都
衛
為
福
建
都
指
揮
使
司
、
置
福
州
左
・
右
二
衛
指
揮
使
司
。

建
寧
都
衛
為
福
建
行
都
指
揮
使
司
、
置
建
寧
左
・
右
二
衛
指
揮
使
司
。
武
昌
都
衛
為
湖
広
都
指
揮
使
司
、
置
武
昌
左
・
右
二
衛
指

揮
使
司
。
広
東
都
衛
為
広
東
都
指
揮
使
司
、
置
広
州
左
・
右
二
衛
指
揮
使
司
。
広
西
都
衛
為
広
西
都
指
揮
使
司
、
置
桂
林
左
・
右

二
衛
指
揮
使
司
。
定
遼
都
衛
為
遼
東
都
指
揮
使
司
、
置
定
遼
前
衛
指
揮
使
司
、
以
遼
東
衛
為
定
遼
後
衛
指
揮
使
司
。
河
南
都
衛
為

河
南
都
指
揮
使
司
、
在
京
留
守
都
衛
為
留
守
衛
指
揮
使
司
、
原
轄
天
策
・
豹
韜
・
飛
熊
・
鷹
揚
・
江
陰
・
広
洋
・
横
海
・
龍
江
八

衛
俱
為
親
軍
指
揮
使
司
、
水
軍
左
・
右
二
衛
為
指
揮
使
司
、
俱
隸
大
都
督
府
。

と
あ
り
、
在
外
の
十
六
都
衛
が
都
指
揮
使
司
に
、
在
京
の
一
留
守
都
衛
が
留
守
衛
指
揮
使
司
に
一
斉
に
改
変
さ
れ
、
大
都
督
府
の
配
下

に
置
か
れ
た
。
こ
の
時
点
で
の
在
外
都
司
・
行
都
司
数
は
十
六
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
を
下
記
に
引
用
す
る
『
明
史
』
巻
九
十
、

兵
志
二
、
衛
所
の
条
の
記
録
と
付
き
合
わ
せ
る
と
、『
明
史
』
は
在
外
都
司
十
三
と
し
て
い
て
『
明
実
録
』
の
記
事
と
合
致
す
る
も
の

の
、
行
都
司
に
関
し
て
は
『
明
史
』
は
北
平
・
福
建
・
山
西
と
し
て
い
て
、『
明
実
録
』
の
陝
西
・
福
建
・
山
西
の
三
行
都
司
と
一
致

し
な
い
。
な
お
、
洪
武
年
間
に
は
追
っ
て
貴
州
都
司
と
雲
南
都
司
及
び
大
寧
都
司
が
加
わ
っ
た
。
貴
州
都
司
は
『
明
実
録
』
洪
武
六
年

三
月
乙
卯
（
十
三
日
）
の
条
に｢

太
平
伐
苗
獠
、
乱
を
作
す
。
貴
州
都
衛
、
兵
を
発
し
て
之
を
平
ら
ぐ
。」
と
あ
っ
て
、
前
身
は
貴
州
都
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衛
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
こ
の
機
関
は
存
続
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
同
十
五
年
春
正
月
丁
亥
（
七
日
）
の
条
に
、「
貴

州
都
指
揮
使
司
を
置
き
、
平
涼
侯
費
聚
・
汝
南
侯
梅
思
祖
に
命
じ
て
都
司
の
事
を
署
せ
し
む
。」
と
あ
り
、
同
年
に
発
足
し
た
。
雲
南

都
司
は
同
二
月
癸
丑
（
三
日
）
に
「
雲
南
都
指
揮
使
司
を
置
き
、
前
軍
都
督
僉
事
謝
熊
・
戈
預
、
左
軍
都
督
僉
事
馮
誠
に
命
じ
て
司
事

を
署
せ
し
む
。」
と
あ
り
、
や
は
り
同
年
に
設
立
さ
れ
た
。
一
方
、
大
寧
都
司
に
つ
い
て
は
、
同
二
十
年
九
月
戊
寅
朔
（
一
日
）
の
条
に
、

「
大
寧
都
指
揮
使
司
及
び
大
寧
中
・
左
・
右
三
衛
を
置
き
、
会
州
・
木
榆
・
新
城
等
の
衛
は
悉
く
之
に
隸
せ
し
む
。
周
興
・
吳
汧
を
以

て
都
指
揮
使
と
為
し
、
各
衛
兵
二
万
一
千
七
百
八
十
余
人
を
調
し
て
其
の
城
を
守
ら
し
む
。」
と
あ
り
、
同
二
四
年
四
月
己
未
（
二
日
）

の
条
に
、「
上
、
後
軍
都
督
僉
事
沐
春
に
謂
い
て
曰
は
く
、
曩
者
、
胡
虜
、
塞
に
近
き
も
、
兵
衛
未
だ
立
て
ず
。
兵
を
設
け
関
を
守
る

所
以
な
り
。
今
、
虜
人
遠
遁
し
、
塞
外
清
寧
た
り
。
已
に
大
寧
都
司
及
び
広
寧
諸
衛
を
置
き
、
以
て
辺
を
守
る
に
足
る
。
其
れ
守
関
の

士
卒
は
、
上
、
命
じ
て
之
を
撤
す
も
、
而
れ
ど
も
、
山
海
等
処
は
猶
お
故
事
に
循
い
、
其
の
七
站
の
軍
士
、
名
は
関
を
守
る
と
雖
も
、

実
に
屯
田
・
養
馬
を
廃
す
。（
後
略
）」
と
あ
り
、
藍
玉
に
よ
る
北
元
討
伐
を
受
け
、
洪
武
二
十
年
（
一
三
八
七
）
に
設
立
さ
れ
対
モ
ン
ゴ

ル
の
最
前
線
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
洪
武
十
三
年
の
胡
惟
庸
の
獄
を
受
け
て
大
都
督
府
が
五
軍
都
督
府
に
改
組
さ
れ
る
と
、
各
都
司
は
五
軍
都
督
府
に
分
属

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る）

2
（

。

左
軍
都
督
府　

浙
江
都
司
・
遼
東
都
司
・
山
東
都
司
（
洪
武
二
六
年
定
め
）

　
　
　
　
　
　

浙
江
都
司
・
遼
東
都
司
・
山
東
都
司
（
永
楽
年
間
以
降
）

右
軍
都
督
府　

雲
南
都
司
・
貴
州
都
司
・
四
川
都
司
・
陝
西
都
司
・
広
西
都
司
（
洪
武
二
六
年
定
め
）
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雲
南
都
司
・
貴
州
都
司
・
四
川
都
司
・
四
川
行
都
司
・
陝
西
都
司
・
陝
西
行
都
司
・
広
西
都
司
（
永
楽
年
間
以
降
）

中
軍
都
督
府　

河
南
都
司
（
洪
武
二
六
年
定
め
）

　
　
　
　
　
　

河
南
都
司
（
永
楽
年
間
以
降
）

前
軍
都
督
府　

湖
広
都
司
・
福
建
都
司
・
福
建
行
都
司
・
江
西
都
司
・
広
東
都
司
（
洪
武
二
六
年
定
め
）

　
　
　
　
　
　

湖
広
都
司
・
湖
広
行
都
司
・
福
建
都
司
・
福
建
行
都
司
・
江
西
都
司
・
広
東
都
司
（
永
楽
年
間
以
降
）

後
軍
都
督
府　

北
平
都
司
・
北
平
行
都
司
・
山
西
都
司
・
山
西
行
都
司
（
洪
武
二
六
年
定
め
）

　
　
　
　
　
　

大
寧
都
司
・
万
全
都
司
・
山
西
都
司
・
山
西
行
都
司
（
永
楽
年
間
以
降
）

こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
点
は
洪
武
二
六
年
時
点
と
し
て
、
行
都
司
は
山
西
と
福
建
及
び
北
平
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
陝
西
行
都

司
は
外
れ
て
い
る
。
当
時
に
お
い
て
は
実
態
が
無
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
大
寧
都
司
は
北
平
行
都
司
に
含
ま
れ
て
い
る
。
都

司
と
し
て
の
整
備
が
洪
武
二
六
年
時
点
で
は
間
に
合
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
明
史
』
同
条
で
は
洪
武
二
六
年
時

点
の
都
司
・
行
都
司
の
数
は
十
七
と
し
て
い
る
が
十
八
で
あ
り
、
自
己
矛
盾
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
建
文
年
間
に
は
河
北
都
司
と

湖
広
行
都
司
が
設
立
さ
れ
た
が
、
靖
難
の
役
後
、
永
楽
帝
が
即
位
す
る
と
撤
廃
さ
れ
た
。
永
楽
帝
は
自
身
の
軍
事
的
基
盤
で
あ
っ
た
燕

王
府
の
三
護
衛
及
び
早
期
に
自
軍
に
組
み
込
ん
だ
北
平
都
司
・
北
平
行
都
司
・
大
寧
都
司
の
諸
軍
を
、
役
後
、
永
楽
帝
の
近
衛
軍
で
あ

る
親
軍
衛
に
組
み
込
ん
だ
り
、
永
楽
政
権
下
で
行
わ
れ
た
都
司
・
衛
所
の
大
規
模
人
事
異
動
で
政
権
の
主
力
軍
と
し
て
全
国
に
配
置
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
北
平
都
司
・
北
平
行
都
司
は
消
滅
し
大
寧
都
司
は
縮
小
さ
れ
、
ま
た
、
の
ち
に
万
全
都
司
）
3
（

・
陝
西
行
都
司
・

湖
広
行
都
司
が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
は
ジ
ュ
シ
ェ
ン
（
女
真
・
女
直
）
の
羈
縻
衛
所
で
形
成
さ
れ
る
奴
児
干
都
司
）
4
（

が
設
置
さ
れ
た
。
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か
く
て
都
司
・
行
都
司
の
総
計
は
二
一
に
な
り
、
奴
児
干
都
司
を
除
く
都
司
は
五
軍
都
督
府
配
下
に
配
置
さ
れ
て
行
っ
た
。
さ
て
、

都
司
の
役
割
を
追
っ
て
行
く
中
で
人
事
傾
向
は
一
つ
の
手
掛
か
り
に
な
る
も
の
の
、
二
一
都
司
・
行
都
司
全
て
に
つ
い
て
検
討
す
る
試

み
の
皮
切
り
と
し
て
遼
東
都
司
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
遼
東
都
司
に
つ
い
て
は
地
方
志
で
あ
る
『
遼
東
志
』『
全
遼
志
』

に
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
人
事
デ
ー
タ
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

一　

遼
東
都
司
の
設
立
と
都
司
の
構
成

さ
て
、
遼
東
地
方
は
明
朝
成
立
の
洪
武
元
年
に
は
、
な
お
、
元
朝
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
朱
元
璋
は
同
年
に
元
朝
の
息
の
根
を
止

め
る
べ
く
北
伐
軍
を
進
発
さ
せ
て
は
い
た
も
の
の
、
華
北
の
大
半
は
元
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
華
北
の
平
定
が
進
ま
な

い
限
り
、
明
朝
に
と
っ
て
遼
東
は
文
字
通
り
遼
遠
な
る
地
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
遼
東
に
明
朝
が
足
が
か
り
を
得
る
の
は
洪
武
四
年

（
一
三
七
一
）
で
あ
っ
た
。
仲
間
割
れ
か
ら
北
元
の
遼
陽
行
省
平
章
劉
益
が
明
側
に
寝
返
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
明
朝
は
遼
東
衛

指
揮
使
司
を
置
い
て
、
劉
益
に
同
知
指
揮
事
の
地
位
を
与
え
た）

5
（

。
と
こ
ろ
が
翌
月
、
そ
の
劉
益
が
叛
乱
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
る
と）

6
（

、
六

月
、
明
朝
は
や
は
り
北
元
か
ら
帰
服
し
た
呉
立
・
張
良
左
・
房
暠
を
遼
東
衛
指
揮
僉
事
に
据
え
た）

7
（

。
し
か
し
、
こ
れ
は
暫
時
の
弥
縫
策

に
過
ぎ
ず
、
こ
の
当
時
、
遼
東
金
山
に
元
将
ナ
ガ
チ
ュ
が
大
軍
を
率
い
て
盤
踞
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
朱
元
璋
は
七
月
に
遼
陽
に

定
遼
都
衛
指
揮
使
司
を
新
設
し
、
馬
雲
と
葉
旺
を
都
指
揮
使
、
呉
泉
と
馮
祥
を
同
知
に
、
王
徳
を
僉
事
に
任
じ
て
遼
東
諸
衛
の
諸
軍
を

統
轄
さ
せ
、
城
砦
を
整
備
さ
せ
、
辺
境
の
守
備
を
確
立
さ
せ
る
勅
命
を
発
し
た）

8
（

。
こ
こ
に
明
軍
に
よ
る
遼
東
へ
の
本
格
的
な
進
出
が
計

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
山
東
半
島
か
ら
水
軍
を
遣
っ
て
順
次
、
軍
隊
が
送
り
込
ま
れ
、
遼
陽
を
中
心
に
軍
事
拠
点
が
設
置
さ
れ
て
明
朝
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の
遼
東
進
出
の
橋
頭
堡
が
築
か
れ
て
い
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
段
階
の
遼
東
駐
留
明
軍
は
脆
弱
で
、
靖
海
侯
呉
禎
に
よ
り
山
東
方
面
か
ら

逐
次
、
補
給
が
計
ら
れ
た）

9
（

。
か
く
て
、
遼
陽
の
定
遼
都
衛
指
揮
使
司
が
実
質
化
し
、
洪
武
六
年
（
一
三
七
三
）
六
月
に
は
遼
陽
に
府
県

を
設
け
る
と
と
も
に
、
衛
所
の
増
置
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
洪
武
八
年
十
一
月
、
定
遼
都
衛
は
遼
東
都
指
揮

使
司
に
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
洪
武
十
年
（
一
三
七
七
）
に
は
遼
陽
の
府
・
県
は
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
永
楽
年
間
か
ら
置
か

れ
た
安
楽
・
自
在
と
い
う
特
殊
な
二
州
を
除
い
て
、
遼
東
地
方
に
府
州
県
は
置
か
れ
な
か
っ
た）
10
（

。

そ
れ
で
は
遼
東
都
司
は
ど
の
よ
う
な
構
成
の
機
関
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
都
司
は
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ

て
い
た
の
か
、
全
体
像
を
『
明
史
』
巻
七
六
、
職
官
五
、
都
司
の
条
で
確
認
し
て
お
く
と
、
都
司
に
は
都
指
揮
使
一
人
（
正
二
品
）・
都

指
揮
同
知
二
人
（
従
二
品
）・
都
指
揮
僉
事
四
人
（
正
三
品
）
が
置
か
れ
、
そ
の
属
下
に
は
経
歴
司
（
経
歴
（
正
六
品
）・
都
事
（
正
七
品
））、

断
事
司
（
断
事
（
正
六
品
）・
副
断
事
（
正
七
品
））
が
置
か
れ
、
吏
目
が
各
一
人
配
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
司
獄
司
（
司
獄
（
従
九
品
））
が
置

か
れ
た
。
さ
ら
に
倉
庫
や
草
場
に
は
大
使
・
副
使
各
一
人
が
配
置
さ
れ
た
。
都
司
の
職
務
に
つ
い
て
は
、

都
司
掌
一
方
之
軍
政
、
各
率
其
衛
所
、
以
隸
於
五
府
、
而
聴
於
兵
部
。
凡
都
司
並
流
官
、
或
得
世
官
、
歳
撫
・
按
察
其
賢
否
、
五

歳
考
選
軍
政
而
廃
置
之
。
都
指
揮
使
及
同
知
・
僉
事
、
常
以
一
人
統
司
事
、
曰
掌
印
、
一
人
練
兵
、
一
人
屯
田
、
曰
僉
書
。
巡
捕
・

軍
器
・
漕
運
・
京
操
・
備
禦
諸
雑
務
、
並
選
充
之
、
否
則
曰
帯
俸
。

と
あ
り
、
都
司
は
担
当
す
る
一
地
方
の
衛
所
を
束
ね
て
軍
政
を
掌
り
、
五
軍
都
督
府
に
属
し
な
が
ら
兵
部
の
指
示
に
従
っ
た
。
都
司
の

ポ
ス
ト
は
世
襲
で
は
な
い
が
、
世
襲
す
る
場
合
も
毎
年
、
巡
撫
と
巡
按
が
そ
の
職
務
ぶ
り
を
監
察
し
、
五
年
に
一
度
の
査
定
で
存
廃
を
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判
断
し
た
。
掌
印
は
都
指
揮
使
と
都
指
揮
同
知
・
都
指
揮
僉
事
か
ら
一
人
を
充
て
て
都
司
を
管
轄
さ
せ
、
僉
書
の
一
人
は
練
兵
を
一
人

は
屯
田
を
担
当
し
た
。
そ
の
他
の
雑
務
に
も
武
官
を
充
て
た
が
、
無
理
な
場
合
は
兼
任
を
許
し
た
。
そ
れ
で
は
遼
東
都
司
の
場
合
は
ど

う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。『
遼
東
志
』
巻
五
、
官
師
、
都
司
の
条
に
は
、

都
司　

掌
印
一
、
軍
政
兼
管
屯
一
、
軍
政
兼
管
局
捕
一
、
倶
由
撫
按
衙
門
旌
保
、
兵
部
推
用
。

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
の
条
に
は
、

遼
東
都
司
三
員　

洪
武
初
、
置
定
遼
都
衛
、
尋
改
遼
東
都
指
揮
使
司
。
掌
印
一
員
、
僉
書
管
屯
一
員
、
局
捕
一
員
。

と
あ
る
。
遼
東
都
司
に
は
武
官
三
人
が
配
置
さ
れ
、
掌
印
一
人
、
僉
書
二
人
で
、
僉
書
の
一
人
は
軍
政
と
屯
田
管
理
、
一
人
は
軍
政
と

局
捕
（
犯
罪
取
締
か
）
と
い
う
役
割
分
担
で
、
掌
印
・
僉
書
の
順
位
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
武
官
の
任
用
は
巡
撫
・
巡
按
の
身
元
保
障

に
よ
っ
て
兵
部
が
朝
廷
に
推
挙
し
て
い
た
が
、
巡
撫
や
巡
按
の
無
い
初
期
の
段
階
で
は
朝
廷
に
お
い
て
任
用
を
決
め
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
武
官
の
下
に
は
事
務
部
門
で
あ
る
経
歴
司
（
経
歴
・
都
事
）
と
断
事
司
（
正
・
副
断
事
）
が
設
け
ら
れ
、
主
に
監
生
や
挙
人

が
任
用
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
胥
吏
と
し
て
吏
目
と
司
獄
が
各
一
人
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
都
司
に
は
儒
学
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

以
上
が
遼
東
都
司
本
体
の
人
員
構
成
で
あ
る
が
、
遼
東
に
は
馬
市
を
監
督
す
る
馬
市
官
、
さ
ら
に
は
遼
東
の
各
所
に
守
備
や
備
禦
の
武

官
が
配
置
さ
れ
、
各
衛
所
に
は
管
屯
指
揮
・
局
捕
指
揮
・
経
歴
・
鎮
撫
ほ
か
の
武
官
・
官
員
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
本
来
的
に
は
都
司

明代都司掌印官の基礎的考察
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の
統
轄
下
に
入
る
も
の
で
あ
っ
た
。

以
下
、
節
を
か
え
て
遼
東
都
司
の
三
武
官
、
な
か
ん
ず
く
掌
印
官
の
人
事
傾
向
に
つ
い
て
見
て
行
く
。

二　

遼
東
都
司
武
官
デ
ー
タ

遼
東
に
お
け
る
都
司
人
事
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、『
明
実
録
』『
国
榷
』
に
散
見
す
る
も
の
を
除
け
ば
『
遼
東
志
』
巻
五
、
官
師
、
都

司
の
条
と
『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
の
条
に
ま
と
ま
っ
た
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
『
全
遼
志
』
に
お
い
て
は
遼
東
都
司

に
置
か
れ
た
武
官
三
員
に
つ
い
て
、
掌
印
、
管
屯
、
局
捕
に
分
け
て
就
任
者
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
お
り
参
考
と
な
る
一
方
、『
遼
東
志
』

は
三
員
を
一
括
し
て
い
て
役
割
の
違
い
を
明
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、『
全
遼
志
』
の
編
纂
の
方
が
『
遼
東
志
』
よ
り
後
で
あ
る
か
ら
『
遼

東
志
』
編
纂
以
降
の
デ
ー
タ
も
補
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
全
遼
志
』
の
デ
ー
タ
を
『
遼
東
志
』
に
よ
っ
て
補
足
し
つ
つ
以
下
に
示
し

て
い
く
。

　

掌
印

潘
　
敬　

洪
武
年
間　

都
指
揮
使
と
し
て
司
事
を
掌
し
た
。

劉
　
斌）
11
（
　

南
直
隷
蘇
州
府
崇
明
県
人　

洪
武
年
間　

金
吾
前
衛
指
揮
使
か
ら
遼
東
都
指
揮
僉
事
・
備
禦
寧
遠
に
陞
任
し
た
。

文
　
安）
12
（
　

南
直
隷
揚
州
府
江
都
県
人　

永
楽
年
間　

陝
西
都
指
揮
同
知
か
ら
遼
東
都
司
に
移
り
管
事
し
た
。

周
　
興　

南
直
隷
常
州
府
宜
興
県
人　

永
楽
年
間　

都
指
揮
使
と
し
て
司
事
を
掌
し
た
。
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李
　
信　

山
西
大
同
府
朔
州
人　

永
楽
年
間　

高
郵
よ
り
鎮
守
に
異
動
し
、
都
司
の
こ
と
を
掌
し
た
。
都
指
揮
同
知

夏
　
通　

南
直
隷
安
慶
府
桐
城
県
人　

宣
徳
年
間　

都
指
揮
僉
事
と
し
て
司
事
を
掌
し
た
。

王
　
真）
13
（
　

南
直
隷
鳳
陽
府
泗
州
盱
貽
県
人　

宣
徳
年
間　

大
寧
後
衛
所
千
戸
か
ら
功
を
重
ね
て
都
指
揮
使
に
陞
任
し
、
遼
東
都
司

の
事
を
掌
し
た
。
の
ち
、
左
軍
都
督
府
都
督
僉
事
に
陞
任
し
た
。

畢
　
恭）
14
（
　

遼
東
・
前
屯
衛
籍　

正
統
年
間　

遼
東
・
前
屯
衛
百
戸
か
ら
王
翺
の
推
挙
を
得
て
指
揮
僉
事
に
昇
格
し
、
署
都
指
揮
僉

事
に
進
ん
で
守
備
寧
前
地
方
に
五
年
在
任
し
、
都
司
印
を
掌
し
た
。

夏
　
霖　

遼
東
・
海
州
衛
人　

正
統
年
間　

都
指
揮
僉
事

王
　
祥）
15
（
　

先
祖
は
河
南
汝
寧
府
光
州
固
始
県
人　

正
統
年
間　

燕
山
衛
指
揮
使
総
神
機
営
か
ら
都
指
揮
僉
事
に
陞
任
し
広
寧
・

開
原
操
備
に
移
さ
れ
、
や
が
て
遼
東
都
司
の
事
を
掌
し
都
指
揮
同
知
に
陞
任
し
、
都
司
の
兵
を
統
べ
た
。
甲
子
（
正
統
九
年
、

一
四
四
四
）、
庚
午
（
景
泰
元
年
、
一
四
五
〇
）
の
功
績
で
都
督
僉
事
掌
都
司
事
に
陞
任
し
た
。

劉
　
英）
16
（
　

南
直
隷
蘇
州
府
崇
明
県
人　

天
順
年
間　

遼
東
・
寧
遠
衛
指
揮
使
よ
り
功
績
を
重
ね
て
都
指
揮
使
に
陞
任
し
遼
東
都
司

事
を
掌
し
た
。

李
　
端　

天
順
年
間　

都
指
揮
僉
事
で
司
事
を
掌
し
た
。

傅
　
海　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人　

成
化
年
間　

都
指
揮
同
知
で
司
事
を
掌
し
た
。

白
　
欽　

遼
東
・
義
州
衛
人

張
　
斌　

遼
東
・
広
寧
前
屯
衛
人　

成
化
年
間　

都
指
揮
僉
事
で
司
事
を
掌
し
た
。

鄧
　
鈺　

遼
東
・
定
遼
前
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
使
で
司
事
を
掌
し
た
。
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李
　
寧　

遼
東
・
寧
遠
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
僉
事
で
司
事
掌
し
た
。

崔
　
賢

耿
　
賢）
17
（
　

遼
東
・
定
遼
前
衛
人　

指
揮
よ
り
都
指
揮
僉
事
備
禦
金
復
鉄
嶺
に
陞
任
し
、
都
司
印
を
掌
し
、
つ
い
で
守
備
寧
遠
と
な

り
右
参
将
分
守
開
原
に
転
じ
た
。

劉
宗
武　

遼
東
・
東
寧
衛
人　

正
徳
年
間　

指
揮
同
知
で
司
事
を
掌
し
た
。

孫
　
堂

王
　
道）
18
（
　

遼
東
・
定
遼
右
衛
人　

分
守
開
原
参
将
を
務
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

甯
　
宝）
19
（
　

遼
東
・
東
寧
衛
人　

分
守
錦
義
参
将
を
務
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

薛
　
澄

管
　
昇　

遼
東
・
錦
州
衛
人　

嘉
靖
年
間　

都
指
揮
僉
事
で
司
事
を
掌
し
た
。

崔
世
武　

遼
東
・
定
遼
右
衛
人　

嘉
靖
年
間　

武
科
挙
合
格
者　

都
指
揮
で
司
事
を
掌
し
た
。

郭
継
宗　

遼
東
・
定
遼
右
衛
人　

嘉
靖
年
間　

都
指
揮
僉
事
で
司
事
を
掌
し
た
。

陸
継
宗　

北
直
隷
・
永
平
府
遷
安
県
人　

嘉
靖
年
間　

都
指
揮
僉
事
掌
印

劉
大
章　

嘉
靖
年
間　

武
科
挙
合
格
者　

都
指
揮
使
で
司
事
を
掌
し
た
。

陳
　
善　

京
衛
人　

嘉
靖
年
間　

武
科
挙
合
格
者　

都
指
揮
僉
事
僉
書

王
　
松　

大
寧
都
司
・
茂
山
衛
人

劉
　
通　

北
直
隷
・
薊
州
衛
人
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任
　
俊　

京
衛
人

郭
世
勛

王
子
承　

山
東
・
臨
清
衛
人

郭
九
皐　

万
全
都
司
・
宣
府
前
衛
人

賈
　
瀚　

南
直
隷
・
帰
徳
衛
人

張
　
楫　

山
西
・
太
原
左
衛
人

昌
　
寿　

河
南
・
河
南
衛
人

趙
　
欽　

南
直
隷
・
建
陽
衛
人

謝
廷
相　

大
寧
都
司
・
保
定
後
衛
人

曹
　
勳　

上
直
衛
親
軍
指
揮
使
司
力
・
羽
林
前
衛
人

王
　
朴）
20
（
　

遼
東
・
東
寧
衛
人　

分
守
海
蓋
参
将
を
務
め
た
こ
と
が
分
か
る
。

張
子
鯨　

山
西
行
都
司
・
大
同
左
衛
人

趙
　
斌　

京
衛
人

王
承
祚　

河
南
人

洪
國
忠　

万
全
都
司
・
宣
府
人

陳
　
言　

僉
書
よ
り
掌
印
に
陞
任
し
た
。

蘇
承
勛　

左
僉
書
よ
り
掌
印
に
陞
任
し
た
。
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馮
文
弼　

遼
東
・
広
寧
左
屯
衛
人

徐
永
昌　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人

蕭
汝
芝　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人

李
宗
召　

遼
東
・
定
遼
左
衛
人　

武
進
士

王
善
政　

遼
東
・
蓋
州
衛
人

郭
夢
徵　

遼
東
・
広
寧
中
衛
人

王
　
印　

遼
東
・
広
寧
右
衛
人

孔
東
儒　

遼
東
・
遼
海
衛
人

劉
応
棋　

万
全
都
司
・
延
慶
左
衛
人

裴
那
瀚　

遼
東
・
三
万
衛
人

薛
　
坤　

京
衛
・
牧
馬
千
戸
所
人

崔
　
吉　

遼
東
・
広
寧
左
衛
人

曹
　
烺　

江
西
・
南
昌
衛
人

劉
孔
胤　

万
全
都
司
・
懐
来
衛
人

趙
　
紳　

京
衛
・
留
守
前
衛
人　

武
進
士

宿
応
明　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人
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管
屯

李
　
質　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人

林
　
勝　

遼
東
・
定
遼
後
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
同
知
僉
書

李
　
杲　

遼
東
・
定
遼
後
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

馬
　
驃）
21
（
　

遼
東
・
広
寧
右
屯
衛
人

張
　
璽　

遼
東
・
東
寧
衛
人　

正
徳
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書　

後
、
流
賊
を
征
し
た
軍
功
で
都
督
僉
事
に
陞
任
し
た
。

魯
　
勲　

遼
東
・
瀋
陽
中
衛
人　

正
徳
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

王
孝
忠　

遼
東
・
定
遼
後
衛
人　

正
徳
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

李
景
良
）
22
（
　

遼
東
・
遼
陽
人　

駐
箚
遼
陽
副
総
兵
官

高
大
恩
）
23
（
　

東
寧
衛
指
揮
か
ら
備
禦
都
司
と
な
り
、
広
寧
遊
撃
に
陞
任
し
た
。

韓
承
恩　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人　

嘉
靖
年
間　

武
科
挙
合
格
者　

都
指
揮
僉
事
僉
書

兪
　
雄　

遼
東
・
遼
海
衛
人　

嘉
靖
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

朱
　
瀾　

上
直
衛
親
軍
指
揮
使
司
力
・
金
吾
右
衛
人　

嘉
靖
年
間　

都
指
揮
同
知
僉
書

王
朝
用　

遼
東
・
定
遼
左
衛
人　

嘉
靖
年
間　

武
科
挙
合
格
者　

都
指
揮
僉
事

周
益
昌
）
24
（
　

広
寧
左
屯
衛
指
揮　

嘉
靖
十
四
年
（
乙
未
、
一
五
三
五
）
の
武
科
挙
に
合
格
し
、
備
禦
都
司
練
習
吏
事
を
歴
任
し
て
錦
義

右
参
将
に
招
か
れ
た
。
嘉
靖
三
十
年
（
辛
亥
、
一
五
五
一
）、
牆
子
嶺
参
将
に
転
じ
、
古
北
口
協
守
副
総
兵
と
な
り
、
功
績
を
か

わ
れ
て
都
督
僉
事
に
陞
任
し
て
総
兵
鎮
守
薊
州
等
処
地
方
に
抜
擢
さ
れ
た
。
嘉
靖
三
五
年
（
丙
辰
、
一
五
五
六
）
に
現
役
で
卒
し
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た
。

芮
元
勛　

上
直
衛
親
軍
指
揮
使
司
力
・
羽
林
衛
人

許
　
策）
25
（
　

遼
東
・
遼
陽
人　

嘉
靖
十
七
年
（
戊
戌
、
一
五
三
八
）
の
武
科
挙
に
合
格
し
、
開
原
参
将
、
分
守
錦
義
参
将
と
な
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。

魯
仲
仁

徐
　
枝　

北
直
隷
・
山
海
衛
人

秦
世
臣　

万
全
都
司
・
万
全
右
衛
人

鞠
　
鍇

佟
　
珮　

遼
東
・
東
寧
衛
人

申
有
爵　

大
寧
都
司
・
保
定
後
衛
人

趙
　
斌　

京
衛
人

史
　
簡　

遼
東
・
三
万
衛
人

郭
夢
徵　

遼
東
・
広
寧
中
衛
人

陳
　
言　

広
寧
衛
指
揮
僉
事

蘇
承
勛　

定
遼
中
衛
都
指
揮
使

孔
思
魯　

遼
東
・
海
州
衛
人

孔
東
儒　

遼
東
・
遼
海
衛
人
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劉
　
恩　

遼
東
・
瀋
陽
衛
人

馮
文
弼　

遼
東
・
広
寧
左
屯
衛
人

蕭
汝
芝　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人

楊
四
徳　

遼
東
・
定
遼
左
衛
人

張
世
勳　

遼
東
・
金
州
衛
人

劉
秉
節　

遼
東
・
東
寧
衛
人

戴
良
棟　

遼
東
・
三
万
衛
人

張
三
畏　

遼
東
・
定
遼
後
衛
人

王
　
汲　

遼
東
・
広
寧
中
衛
人

金
尚
礼　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人

宿
応
明　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人

郭
思
奇　

遼
東
・
海
州
衛
人

李
惟
喬　

遼
東
・
寧
遠
衛
人

伊
添
爵　

遼
東
・
三
万
衛
人

張
民
表　

遼
東
・
蓋
州
衛
人
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局
捕

何
　
亮　

遼
東
・
広
寧
前
屯
衛
人　

成
化
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

葉
　
広　

遼
東
・
広
寧
前
屯
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

郭
　
洪　

遼
東
・
瀋
陽
中
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

王
宗
（
王
琮
）　

遼
東
・
定
遼
左
衛
人　

弘
治
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

李
継
宗　

遼
東
・
広
寧
衛
人　

正
徳
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

李
　
湊）
26
（
　

遼
東
・
広
寧
衛
人　

広
寧
遊
撃
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

魯
　
道　

遼
東
・
瀋
陽
中
衛
人　

嘉
靖
年
間　

武
科
挙
の
合
格
者　

都
指
揮
僉
事
僉
書

顧
　
忠　

遼
東
・
海
州
衛
人　

嘉
靖
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

徐
　
府）
27
（
　

遼
東
・
海
州
衛
人　

嘉
靖
年
間　

分
守
寧
前
参
将
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
武
科
挙
合
格
者　

都
指
揮
僉
事
僉
書

李
　
仁　

山
東
・
威
海
衛
人

王
　
経　

京
衛
人

楊
　
棟　

山
西
行
都
司
・
大
同
右
衛
人

韓
　
彬　

万
全
都
司
・
宣
府
前
衛
人

李
　
広）
28
（
　

京
衛
人　

分
守
寧
前
参
将
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

王
重
禄

王
允
中
）
29
（
　

遼
東
・
定
遼
前
衛
人　

遊
撃
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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劉
国
賓　

北
直
隷
・
河
間
衛
人

李
　
暹　

上
直
隷
親
軍
指
揮
使
司
・
武
驤
右
衛
人

崔
　
経　

陝
西
・
綏
徳
衛
人

劉
　
印）
30
（
　

遼
東
・
広
寧
衛
人　

分
守
錦
義
参
将
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

管
　
儒　

万
全
都
司
・
営
州
後
屯
衛
人

王
　
元　

上
直
隷
親
軍
指
揮
使
司
・
騰
驤
右
衛
人

田
□
□　

上
直
隷
親
軍
指
揮
使
司
・
□
□
驤
衛
人

□
□
□　

鉄
嶺
衛
都
指
揮
使

□
永
昌　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人　

都
指
揮
僉
事

田
　
永　

上
直
隷
親
軍
指
揮
使
司
・
騰
驤
右
衛
人

蘇
国
賦　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人

徐
永
昌　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人

陶
承
嚳　

陝
西
・
潼
関
衛
人

王
守
道　

遼
東
・
広
寧
左
屯
衛
人

張
奇
功　

遼
東
・
東
寧
衛
人

傅
士
忠　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人

趙
之
牧　

遼
東
・
鉄
嶺
衛
人
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楊
大
観　

遼
東
・
蓋
州
衛
人

佟
起
鳳　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人

李
茂
功　

山
西
行
都
司
・
高
山
衛
人

佟
鶴
年　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人

張
大
縉　

万
全
都
司
・
永
陵
衛
人

そ
の
他

李
　
贄　

遼
東
・
定
遼
中
衛
人　

成
化
年
間　

都
指
揮
僉
事
僉
書

三　

遼
東
都
指
揮
使
と
遼
東
都
司
掌
印
官

前
節
で
は
『
遼
東
志
』『
全
遼
志
』
に
よ
っ
て
遼
東
都
司
掌
印
官
及
び
僉
書
の
管
屯
と
局
捕
就
任
者
の
整
理
を
行
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
そ
れ
を
『
明
実
録
』
掲
載
の
記
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
遼
東
都
指
揮
使
と
し
て
名
前
が
挙
が
る
の
は
馬
雲
と
葉
旺
で
あ
る
。
地
方
志
で
掌
印
官
と
し
て
名
前
を
挙
げ
て
い
な
い
両
名

で
あ
る
。
洪
武
四
年
七
月
辛
亥
朔
（
一
日
）
に
定
遼
都
衛
指
揮
使
司
を
遼
陽
に
設
置
し
た
際
、
馬
雲
と
葉
旺
を
都
指
揮
使
に
任
じ
、
同

八
年
（
一
三
七
五
）
十
一
月
に
も
馬
雲
は
都
指
揮
使
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
名
に
遼
東
都
指
揮
使
の
肩
書
が
付
く
の
は
同
九
年
春
正
月
（
遼

東
都
指
揮
）、
三
月
丁
丑
（
二
三
日
、
遼
東
都
指
揮
）
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
馬
雲
は
同
十
一
年
五
月
己
亥
（
二
八
日
）
に
遼
東
都
指
揮
か
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ら
鳳
陽
行
大
都
督
府
僉
事
に
栄
転
し
て
公
田
一
千
石
を
賜
う
栄
誉
に
浴
し
て
い
る）
31
（

。
馬
雲
の
後
任
は
潘
敬
で
あ
っ
た
。
潘
敬
は
同
十
一

年
二
月
甲
辰
朔
（
一
日
）
に
湖
広
都
指
揮
使
か
ら
遼
東
都
指
揮
使
に
異
動
に
な
っ
た
。
潘
敬
は
洪
武
二
年
春
正
月
丁
酉
（
二
日
）
に
大

将
軍
徐
達
に
率
い
ら
れ
た
遠
征
軍
に
指
揮
と
し
て
加
わ
っ
て
お
り
、
同
四
年
三
月
乙
巳
（
二
一
日
）
に
は
都
指
揮
使
、
同
九
年
十
月
壬

戌
（
十
二
日
）
に
は
北
平
都
指
揮
使
か
ら
河
南
都
指
揮
使
に
異
動
と
な
り
、
同
十
一
年
二
月
甲
辰
朔
（
一
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
と
な
っ

た
の
で
あ
る）
32
（

。
こ
の
時
点
で
遼
東
都
指
揮
使
は
引
き
続
き
二
人
体
制
と
な
り
、
こ
の
後
、
同
十
二
年
六
月
甲
戌
（
十
日
）・
同
十
三
年

七
月
甲
午
（
六
日
）・
庚
子
（
十
二
日
）・
同
十
五
年
十
二
月
丙
戌
（
十
二
日
）・
同
十
六
年
春
正
月
戊
午
（
十
四
日
）・
同
二
月
辛
巳
（
七
日
）

に
も
遼
東
都
指
揮
使
潘
敬
・
葉
旺
と
併
称
さ
れ
た
。
同
十
三
年
三
月
庚
戌
（
十
九
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
以
下
三
四
人
に
祭
服
が
下
賜

さ
れ
た
時
の
遼
東
都
指
揮
使
も
こ
の
両
名
で
あ
る）
33
（

。
葉
旺
は
同
二
一
年
三
月
戊
寅
（
四
日
）
に
鎮
守
遼
東
後
軍
都
督
僉
事
と
し
て
没
し

た
が
、
卒
伝
に
よ
れ
ば
同
十
九
年
（
一
三
八
六
）
に
後
軍
都
督
僉
事
の
肩
書
を
与
え
ら
れ
、｢

旺
に
命
じ
て
都
司
の
事
を
領
せ
し
め
、
遼

東
軍
馬
を
総
制
せ
し
む
。｣

と
あ
る
よ
う
に
、
遼
東
都
司
の
管
轄
と
遼
東
軍
の
総
司
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る）
34
（

。
同
十
二
年
夏
四
月

庚
申
（
二
四
日
）
に
は
遼
東
守
将
潘
敬
・
葉
旺
と
あ
り
、
こ
の
両
名
と
も
軍
の
司
令
官
で
あ
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る）
35
（

。
な
お
、
潘

敬
は
同
十
四
年
十
二
月
乙
丑
（
十
五
日
）・
同
十
五
年
五
月
丁
巳
（
九
日
）
に
も
遼
東
都
指
揮
使
と
し
て
見
え
て
お
り
、
同
十
七
年
六
月

戌
辰
（
二
日
）
に
在
職
の
ま
ま
没
し
た）
36
（

。
地
方
志
で
は
こ
の
潘
敬
を
掌
印
官
の
最
初
と
す
る
が
、
葉
旺
と
の
違
い
を
明
確
に
は
出
来
な

い
。
地
方
志
で
は
潘
敬
の
次
は
劉
斌
で
あ
る
が
、『
明
実
録
』
で
は
汝
南
侯
梅
思
祖
の
子
で
あ
る
梅
義
が
同
十
六
年
七
月
丙
寅
（
二
五
日
）

に
武
徳
衛
指
揮
使
か
ら
遼
東
都
指
揮
使
と
な
っ
て
お
り
、
同
二
十
年
秋
七
月
甲
申
（
七
日
）
に
も
遼
東
都
指
揮
使
と
し
て
見
え
る）
37
（

。
さ

ら
に
洪
武
二
二
年
五
月
乙
未
（
二
七
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
潘
彝
、
同
二
二
年
八
月
丙
午
（
十
一
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
賈
珎
、
同
十
二

月
甲
辰
（
十
日
）・
同
二
三
年
正
月
庚
寅
（
二
六
日
）、
遼
東
都
指
揮
使
胡
旻
・
朱
勝
、
同
三
五
年
（
建
文
四
年
）
九
月
戊
子
（
八
日
）
に
は
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薛
脱
火
赤
（
遼
東
都
指
揮
使
）、
永
楽
元
年
三
月
丁
亥
（
十
日
）
に
は
王
福
が
遼
東
都
指
揮
使
と
な
っ
て
お
り
、
同
七
月
辛
巳
（
八
日
）
に

は
龍
驤
衛
指
揮
僉
事
高
得
が
遼
東
都
指
揮
使
に
陞
任
し
て
い
て
、
七
人
の
名
前
が
見
え
る）
38
（

。
問
題
は
こ
の
七
人
が
掌
印
官
で
あ
っ
た
か
、

或
い
は
名
目
の
肩
書
だ
っ
た
か
の
可
能
性
で
あ
る
が
、
潘
敬
か
ら
劉
斌
ま
で
時
間
が
空
き
過
ぎ
る
の
で
こ
れ
ら
の
者
が
遼
東
都
司
の
管

轄
を
し
て
い
た
可
能
性
は
充
分
あ
り
得
る
。
劉
斌
は
洪
武
三
五
年
（
建
文
四
年
）
十
二
月
丁
巳
（
八
日
）
に
金
吾
右
衛
指
揮
同
知
か
ら
金

吾
右
衛
指
揮
使
と
な
り
、
宣
徳
五
年
正
月
丁
卯
（
二
六
日
）
に
行
在
羽
林
前
衛
か
ら
遼
東
都
司
に
陞
任
し
て
い
る
。
同
七
月
乙
巳
（
七
日
）

に
は
都
指
揮
、
同
七
年
十
月
己
丑
（
四
日
）
に
は
寧
遠
等
衛
備
禦
都
指
揮
の
肩
書
で
あ
る）
39
（

。
地
方
志
で
は
永
楽
年
間
の
就
任
と
な
っ
て

い
る
が
宣
徳
年
間
で
あ
ろ
う
。
文
安
は
永
楽
九
年
三
月
丙
寅
（
六
日
）
に
陜
西
行
都
司
都
指
揮
同
知
か
ら
遼
東
都
司
に
異
動
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
出
来
る
）
40
（

。
周
興
は
同
十
年
三
月
乙
未
（
十
一
日
）
に
大
寧
都
指
揮
同
知
か
ら
遼
東
都
指
揮
使
に
陞
任
し
た
が
、
洪
武
三
五

年
（
建
文
四
年
）
十
一
月
戊
申
（
二
九
日
）
に
都
指
揮
僉
事
か
ら
大
寧
都
司
都
指
揮
同
知
に
陞
任
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
永

楽
十
三
年
十
二
月
己
丑
（
八
日
）
に
は
都
指
揮
、
同
二
十
年
春
正
月
壬
午
（
二
四
日
）
に
は
遼
東
都
司
官
、
同
二
二
年
十
月
癸
丑
（
十
二

日
）
に
は
遼
東
都
司
都
指
揮
使
、
宣
徳
元
年
正
月
癸
亥
（
二
八
日
）
に
は
都
指
揮
と
出
て
来
る
）
41
（

。
な
お
、
永
楽
十
年
十
二
月
丁
丑
（
二
六

日
）
に
は
山
東
都
指
揮
使
王
真
が
遼
東
都
司
に
異
動
に
な
っ
た
記
事
も
見
え
、
同
十
二
年
三
月
甲
申
（
十
一
日
）
に
は
都
指
揮
と
し
て

見
え
る
。
経
歴
か
ら
す
る
と
地
方
志
が
挙
げ
る
王
真
と
は
別
人
の
可
能
性
が
高
い
）
42
（

。
李
信
は
永
楽
十
八
年
十
一
月
壬
申
（
八
日
）
に
遼

東
都
指
揮
か
ら
左
遷
さ
れ
る
記
事
が
あ
り
、
洪
熙
元
年
冬
十
月
丙
寅
朔
（
一
日
）
に
は
備
禦
都
指
揮
、
宣
徳
元
年
二
月
己
丑
（
二
五
日
）

に
は
遼
東
都
司
義
州
備
禦
都
指
揮
同
知
ま
た
は
義
州
備
禦
都
指
揮
と
見
え
る）
43
（

。
夏
通
は
永
楽
九
年
三
月
庚
午
（
十
日
）
に
薊
州
衛
指
揮

使
か
ら
遼
東
都
司
都
指
揮
僉
事
と
な
り
、
宣
徳
九
年
春
二
月
戊
午
（
十
日
）
に
都
指
揮
、
正
統
三
年
二
月
戊
辰
（
十
四
日
）
に
遼
東
都
指

揮
僉
事
か
ら
都
指
揮
同
知
に
陞
任
し
た
こ
と
ま
で
し
か
確
認
出
来
な
い）
44
（

。
次
の
王
真
は
不
詳
で
あ
る
。
畢
恭
は
宣
徳
十
年
秋
七
月
癸
巳
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（
二
四
日
）
に
遼
東
定
遼
衛
百
戶
か
ら
指
揮
僉
事
に
陞
任
し
、
正
統
二
年
三
月
乙
卯
（
二
五
日
）
に
遼
東
都
司
定
遼
前
衛
指
揮
僉
事
、
同

九
月
辛
丑
（
十
四
日
）
に
署
都
指
揮
僉
事
事
に
至
り
、
そ
の
後
、
都
指
揮
僉
事
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
確
認
出
来
る
が
、
掌
印
官
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い）
45
（

。
ま
た
、
永
楽
二
二
年
十
一
月
辛
巳
（
十
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
使
郭
義
が
後
軍
都
督
僉
事
に
陞
任
し
て

軍
を
率
い
る
こ
と
は
従
来
の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る）
46
（

。
正
統
元
年
六
月
庚
戌
（
十
五
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
劉
清
を
罪
に
問

い
甘
粛
に
流
し
て
い
る）
47
（

。
さ
ら
に
同
八
年
夏
四
月
癸
巳
（
八
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
裴
俊
を
守
備
開
原
と
し
た
と
あ
り
、
三
万
衛
指
揮

同
知
の
家
柄
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る）
48
（

。
同
八
年
三
月
辛
酉
（
六
日
）・
壬
戌
（
七
日
）
で
は
、
焦
礼
を
遼
東
都
指
揮
使
・
守
備
寧
遠
、
施
聚

を
遼
東
都
指
揮
使
・
守
備
義
州
と
し
、
同
九
年
六
月
庚
寅
（
十
二
日
）
で
は
施
聚
を
守
備
義
州
都
指
揮
使
か
ら
都
督
僉
事
に
陞
任
し
て

い
る）
49
（

。
同
九
年
六
月
庚
寅
（
十
二
日
）
で
は
都
指
揮
同
知
康
福
を
都
指
揮
使
と
し
て
い
る）
50
（

。
夏
霖
は
同
十
四
年
六
月
辛
亥
（
三
日
）
に

遼
東
の
都
指
揮
僉
事
と
し
て
褒
賞
を
受
け
て
お
り
、
同
九
月
庚
子
（
二
三
日
）
に
は
広
寧
操
備
都
指
揮
と
し
て
一
転
、
処
分
を
受
け
て

い
る
。
天
順
元
年
夏
四
月
壬
子
（
十
九
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
同
知
、
同
三
年
十
一
月
丙
午
（
二
八
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
使
、
同
十
二

月
己
未
（
十
一
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
使
か
ら
広
西
都
司
帯
俸
差
操
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
が
、
同
八
年
十
二
月
辛
丑
（
二
二
日
）
に
は

遼
東
都
指
揮
使
に
復
帰
し
て
い
る
。
成
化
四
年
二
月
庚
申
（
二
九
日
）
に
は
建
州
討
伐
の
功
績
で
遼
東
都
指
揮
使
か
ら
都
督
僉
事
に
陞

任
し
て
い
る
。
同
五
年
春
正
月
壬
戌
（
七
日
）
に
は
左
軍
帯
俸
都
督
僉
事
の
ま
ま
遼
東
都
司
で
操
備
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
の
苦
痛
を

言
い
立
て
て
北
京
に
赴
く
こ
と
を
許
さ
れ
、
同
九
年
十
月
己
巳
（
十
一
日
）
に
左
軍
都
督
僉
事
と
し
て
病
没
し
て
い
る）
51
（

。
王
祥
は
正
統

六
年
十
一
月
己
酉
（
十
六
日
）
に
遼
東
都
司
都
指
揮
僉
事
と
し
て
命
ぜ
ら
れ
て
司
事
を
掌
し
兼
ね
て
都
司
在
城
軍
馬
を
督
操
す
る
こ
と

に
な
り
、
同
七
年
七
月
乙
丑
（
七
日
）
に
総
兵
官
曹
義
の
奏
請
で
都
指
揮
同
知
に
陞
任
し
、
景
泰
元
年
八
月
戊
寅
（
七
日
）
に
は
都
指

揮
と
あ
る
よ
う
に
都
指
揮
使
に
陞
任
し
て
お
り
、
同
十
一
月
甲
辰
（
四
日
）
に
は
達
賊
を
破
っ
た
功
績
に
よ
っ
て
都
指
揮
使
か
ら
左
軍
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都
督
僉
事
に
陞
任
し
て
、
な
お
都
司
の
事
を
掌
し
た
。
同
二
年
夏
四
月
癸
巳
（
二
五
日
）
に
は
掌
都
司
事
都
督
の
肩
書
で
あ
り
、
天
順

元
年
十
月
庚
申
（
三
十
日
）
の
卒
伝
な
ど
で
は
掌
遼
東
都
司
都
督
僉
事
な
ど
の
肩
書
に
な
っ
て
い
る）
52
（

。
劉
英
は
景
泰
四
年
十
二
月
丙
申

（
十
四
日
）
に
撃
賊
の
功
で
都
指
揮
僉
事
か
ら
署
都
指
揮
同
知
を
授
け
ら
れ
、
同
五
年
夏
四
月
甲
申
（
三
日
）
に
は
都
指
揮
（
恐
ら
く
都
指

揮
同
知
）、
天
順
元
年
十
月
丁
酉
（
七
日
）
に
は
殺
虜
の
功
で
遼
東
都
指
揮
同
知
か
ら
都
指
揮
使
を
授
け
ら
れ
た）
53
（

。
地
方
志
に
は
な
い
宋

真
は
景
泰
六
年
十
二
月
甲
子
（
二
三
日
）
に
故
人
ゆ
え
に
子
が
襲
職
し
て
定
遼
中
衛
指
揮
使
と
な
っ
て
い
る）
54
（

。
同
じ
く
孫
璟
は
同
四
年

冬
十
月
壬
子
（
二
九
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
か
ら
罪
を
得
て
執
行
猶
予
が
付
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
天
順
八
年
三
月
辛
酉
（
八
日
）
に
は

遼
東
都
指
揮
使
で
守
備
寧
遠
を
命
ぜ
ら
れ
、
成
化
二
年
五
月
辛
巳
（
十
一
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
使
と
し
て
殺
賊
の
功
で
褒
賞
を
受
け

た
）
55
（

。
同
じ
く
江
福
は
天
順
七
年
十
一
月
辛
未
（
十
七
日
）
に
後
軍
帯
俸
都
督
同
知
か
ら
遼
東
都
指
揮
使
と
な
り
、
成
化
二
年
十
二
月
丁

未
（
五
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
で
処
分
を
受
け
て
い
る）
56
（

。
李
端
は
天
順
元
年
九
月
辛
未
（
十
日
）
に
万
全
都
司
都
指
揮
僉
事
か
ら
遼
東

都
司
に
異
動
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
の
地
位
で
終
わ
っ
て
い
る）
57
（

。
傅
海
は
成
化
二
年
十
一
月
癸
酉
（
五
日
）
に
指
揮
使
か
ら
署
都
指
揮
僉

事
に
陞
任
し
た
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い）
58
（

。
白
欽
は
成
化
三
年
十
二
月
丁
酉
（
五
日
）
に
都
指
揮
、
同
五
年
夏
四
月
乙
丑
（
十
二
日
）
に
遼

東
都
司
都
指
揮
同
知
、
弘
治
七
年
三
月
甲
辰
（
十
五
日
）
に
遼
東
義
州
衛
帯
俸
都
指
揮
使
・
備
禦
広
寧
、
同
八
年
八
月
癸
丑
（
三
日
）
に

遼
東
都
司
都
指
揮
同
知
・
守
備
撫
順
城
、
同
十
年
六
月
丁
酉
（
二
七
日
）
に
備
禦
広
寧
城
都
指
揮
使
の
任
久
し
い
が
、
都
司
の
掌
印
官

か
ど
う
か
は
不
詳
で
あ
る）
59
（

。
張
斌
は
成
化
二
年
秋
七
月
壬
辰
（
二
三
日
）
に
指
揮
、
同
二
一
年
正
月
己
酉
（
二
六
日
）
に
遼
東
都
指
揮
僉

事
か
ら
民
に
落
と
さ
れ
た）
60
（

。
鄧
鈺
は
同
八
年
九
月
庚
申
（
二
七
日
）
に
都
指
揮
、
同
十
五
年
秋
七
月
己
未
（
五
日
）
に
備
禦
都
指
揮
掌
海

州
衛
事
、
同
二
三
年
七
月
丁
未
（
十
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
と
な
る）
61
（

。
こ
の
間
、
地
方
志
未
掲
載
の
と
こ
ろ
で
は
、
同
八
年
秋
七
月
庚

申
（
二
五
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
使
孫
能
の
子
が
父
の
原
職
で
あ
る
遼
海
衞
指
揮
使
を
継
い
だ
記
事
、
同
十
六
年
五
月
丁
未
（
二
八
日
）
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の
遼
東
都
指
揮
使
陳
英
の
記
事
、
同
十
七
年
二
月
壬
申
（
二
八
日
）
の
遼
東
都
指
揮
使
白
祥
の
記
事
、
同
二
一
年
七
月
庚
申
（
十
二
日
）

の
遼
東
都
指
揮
使
鄭
雄
の
指
揮
同
知
降
格
の
記
事
が
あ
る）
62
（

。
李
寧
は
弘
治
十
年
六
月
丁
酉
（
二
七
日
）
に
遼
東
都
司
帯
俸
僉
事
、
同

十
七
年
七
月
丙
午
（
十
八
日
）
に
遼
東
都
指
揮
僉
事
、
正
徳
三
年
二
月
壬
午
（
十
四
日
）
に
遼
東
都
司
掌
印
都
指
揮
僉
事
を
総
兵
官
毛
倫

の
弾
劾
に
よ
り
罷
免
さ
れ
た）
63
（

。
こ
の
間
、
地
方
志
で
は
掌
印
官
に
は
な
い
馬
驃
は
弘
治
十
年
六
月
丁
酉
（
二
七
日
）
に
遼
東
都
司
帯
俸

僉
事
、
同
十
七
年
十
一
月
戊
戌
（
十
二
日
）
に
遼
東
都
司
都
指
揮
僉
事
で
掌
印
管
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
八
年
正
月
乙
巳
（
十
九
日
）

に
遼
東
都
指
揮
僉
事
で
本
鎮
遊
擊
将
軍
に
充
当
さ
れ
、
正
徳
六
年
三
月
辛
未
（
二
一
日
）
に
守
備
寧
遠
都
指
揮
で
あ
っ
た）
64
（

。
耿
賢
は
弘

治
十
二
年
七
月
乙
丑
（
七
日
）
に
銓
註
遼
東
都
司
帯
俸
都
指
揮
僉
事
で
本
司
掌
印
管
事
と
な
り
、
同
十
七
年
七
月
己
亥
（
十
一
日
）
に

遼
東
都
司
都
指
揮
僉
事
で
守
備
寧
遠
等
処
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
正
徳
元
年
七
月
乙
未
（
十
八
日
）
に
右
参
将
分
守
開
原
地
方
に
充
て
ら
れ
、

同
五
年
五
月
乙
亥
（
二
一
日
）
に
遼
東
都
指
揮
同
知
で
右
参
将
分
守
開
原
地
方
に
充
て
ら
れ
、
同
八
年
夏
四
月
庚
戌
（
十
二
日
）
に
は
遊

擊
将
軍
に
充
て
ら
れ
た
。
同
九
年
四
月
丁
未
（
十
四
日
）
に
は
遼
東
参
将
と
し
て
虜
の
入
境
を
防
げ
ず
処
分
さ
れ
て
い
る）
65
（

。
崔
賢
は
地

方
志
の
並
び
順
と
違
い
耿
賢
の
後
で
あ
る
。
同
三
年
二
月
乙
酉
（
十
七
日
）
に
遼
東
都
指
揮
僉
事
で
掌
都
司
事
を
命
じ
ら
れ
、
同
四
年

三
月
辛
亥
（
十
九
日
）
に
遼
東
都
司
署
指
揮
僉
事
で
右
参
将
分
守
錦
義
地
方
に
充
て
ら
れ
、
同
八
年
四
月
辛
丑
（
三
日
）
に
は
遼
東
都

司
署
都
指
揮
僉
事
で
副
総
兵
分
守
遼
陽
地
方
に
充
て
ら
れ
、
署
都
指
揮
僉
事
で
終
わ
っ
た）
66
（

。
劉
宗
武
は
弘
治
九
年
六
月
辛
未マ
マ

（
巳
、
六

日
）
に
守
備
都
指
揮
で
あ
り
、
正
徳
元
年
八
月
壬
子
（
五
日
）
に
納
粟
都
指
揮
僉
事
か
ら
署
都
指
揮
同
知
と
な
り
、
同
六
年
三
月
庚
午

（
二
十
日
）
に
守
備
遼
東
寧
遠
・
都
指
揮
同
知
を
罷
免
さ
れ
た
。
同
十
一
年
三
月
辛
卯
（
十
日
）
に
署
都
指
揮
同
知
で
掌
遼
東
都
司
印
を

命
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
二
年
正
月
辛
丑
（
二
五
日
）
に
病
気
で
掌
遼
東
都
司
事
都
指
揮
同
知
か
ら
退
い
た）
67
（

。
こ
の
間
の
同
七
年
十
二
月
甲

子
（
二
四
日
）
に
遼
東
都
指
揮
使
張
洪
・
張
璽
が
討
賊
の
功
で
都
督
同
知
に
陞
任
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
方
志
に
は
な
い）
68
（

。
劉
宗
武
に
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代
わ
っ
た
の
は
甯
宝
で
あ
っ
た
。
甯
宝
は
同
十
一
年
三
月
辛
卯
（
十
日
）
に
都
指
揮
僉
事
で
管
局
兼
管
鉄
廠
と
な
っ
た
。
同
十
二
年
正

月
辛
丑
（
二
五
日
）
に
劉
宗
武
に
代
わ
り
、
嘉
靖
元
年
九
月
乙
巳
（
二
日
）
に
都
指
揮
僉
事
で
右
参
将
分
守
遼
東
錦
義
二
城
に
充
て
ら
れ

た
。
同
七
年
正
月
丁
酉
（
二
四
日
）
に
は
錦
義
参
将
と
あ
る）
69
（

。
孫
堂
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
王
道
は
正
徳
四
年
三
月
丁
巳
（
二
五
日
）

に
遼
東
都
司
都
指
揮
僉
事
と
し
て
本
司
掌
印
管
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
劉
宗
武
よ
り
前
な
の
で
あ
る
。
同
七
月
壬
子
（
二
二
日
）

に
は
指
揮
僉
事
と
あ
る
。
嘉
靖
元
年
十
月
丙
申
（
二
四
日
）
に
は
定
遼
右
衛
都
指
揮
同
知
と
し
て
掌
遼
東
都
司
事
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同

二
年
五
月
庚
寅
（
二
一
日
）
に
は
遼
東
都
司
都
指
揮
同
知
か
ら
分
守
開
原
右
参
将
と
な
り
、
同
七
年
正
月
丁
酉
（
二
四
日
）
で
は
開
原
参

将
が
肩
書
で
あ
っ
た）
70
（

。
薛
澄
は
正
徳
九
年
十
月
甲
寅
（
二
五
日
）
に
都
指
揮
同
知
で
遼
東
都
司
僉
書
管
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
十
一
年
三

月
辛
卯
（
十
日
）
に
は
同
じ
く
管
屯
兼
管
塩
廠
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
八
月
癸
酉
（
二
四
日
）
に
は
帯
管
分
守
副
総
兵
で
あ
り
、
嘉
靖
四

年
三
月
辛
巳
（
二
二
日
）
に
は
遼
東
都
指
揮
と
し
て
罪
に
問
わ
れ
て
い
る）
71
（

。
管
昇
は
同
三
月
辛
巳
（
二
二
日
）
に
遼
東
都
指
揮
僉
事
と
し

て
都
司
掌
印
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る）
72
（

。
崔
世
武
は
正
徳
十
三
年
十
月
庚
寅
（
二
四
日
）
に
遼
東
都
指
揮
、
嘉
靖
五
年
五
月
丁
酉
（
十
五
日
）

に
遼
東
都
司
僉
書
署
都
指
揮
同
知
と
し
て
掌
本
都
司
事
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る）
73
（

。
郭
継
宗
は
同
五
年
十
一
月
壬
寅
（
二
三
日
）
に
遼
東
都

司
僉
書
と
し
て
掌
本
都
司
事
を
命
ぜ
ら
れ
た）
74
（

。
陸
継
宗
は
不
詳
で
あ
る
。
劉
大
章
は
同
十
八
年
十
一
月
庚
子
（
七
日
）
に
遼
東
遊
擊
将

軍
署
都
指
揮
使
と
し
て
右
参
将
分
守
錦
義
地
方
に
充
て
ら
れ
、
同
二
一
年
十
一
月
辛
亥
（
五
日
）
に
は
副
総
兵
で
あ
り
、
同
二
二
年
八

月
丁
丑
（
五
日
）
に
罪
を
得
て
謫
戍
さ
れ
、
同
二
九
年
九
月
壬
寅
（
十
二
日
）
に
協
守
宣
府
副
総
兵
官
に
復
職
を
果
た
し
た）
75
（

。
陳
善
は

不
詳
で
あ
る
。
王
松
は
同
二
四
年
正
月
己
酉
（
十
五
日
）
に
遼
東
都
司
署
都
指
揮
僉
事
と
し
て
東
官
庁
左
哨
聴
征
参
将
に
任
ぜ
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
る
だ
け
で
あ
る）
76
（

。
劉
通
は
同
正
月
癸
丑
（
十
九
日
）
に
山
西
都
司
署
都
指
揮
僉
事
か
ら
掌
遼
東
都
司
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
同

二
六
年
正
月
丙
寅
（
十
三
日
）
に
遼
東
都
司
署
都
指
揮
僉
事
か
ら
西
官
庁
聴
後
後
哨
参
将
に
任
ぜ
ら
れ
た）
77
（

。
任
俊
は
同
二
八
年
三
月
壬
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申
（
二
日
）
に
遼
東
都
司
署
都
指
揮
僉
事
か
ら
五
軍
営
左
掖
坐
営
に
異
動
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
け
で
あ
る）
78
（

。
郭
世
勛
は
同
三
一

年
（
一
五
五
二
）
か
ら
同
三
三
年
（
一
五
五
四
）
の
間
に
参
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ
け
で
あ
る）
79
（

。
王
子
承
、
郭
九
皐
、
賈
瀚
、
張

楫
は
不
詳
で
あ
る
。
昌
寿
は
嘉
靖
三
五
年
七
月
庚
午
（
十
四
日
）
に
遼
東
都
司
掌
印
署
都
指
揮
僉
事
か
ら
神
枢
営
参
将
に
充
て
ら
れ
た）
80
（

。

趙
欽
は
不
詳
で
あ
る
。
謝
廷
相
は
嘉
靖
四
十
年
（
一
五
六
一
）
か
ら
隆
慶
三
年
（
一
五
六
九
）
の
間
に
参
将
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
だ

け
で
あ
る）
81
（

。
曹
勳
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
王
朴
は
嘉
靖
十
八
年
十
月
癸
巳
（
二
九
日
）
に
罪
を
得
て
錦
義
右
参
将
を
解
任
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
だ
け
で
あ
る）
82
（

。
張
子
鯨
は
隆
慶
元
年
三
月
甲
子
（
九
日
）
に
遼
東
都
司
掌
印
署
指
揮
僉
事
か
ら
守
大
同
靈
丘
等
処
参
将
に

陞
任
し
て
い
る）
83
（

。
趙
斌
は
同
三
月
丙
子
（
二
一
日
）
に
遼
東
都
司
掌
印
署
都
指
揮
僉
事
か
ら
分
守
遼
東
海
蓋
参
将
と
な
っ
て
い
る）
84
（

。
王

承
祚
は
不
詳
で
あ
る
。
洪
国
忠
は
同
二
年
八
月
庚
寅
（
十
三
日
）
に
龍
門
所
守
備
指
揮
同
知
か
ら
署
都
指
揮
僉
事
僉
書
都
司
事
を
命
ぜ

ら
れ
、
万
暦
元
年
正
月
庚
寅
（
九
日
）
に
は
遼
東
都
司
掌
印
か
ら
左
参
将
に
充
て
ら
れ
て
い
る）
85
（

。
陳
言
は
隆
慶
五
年
五
月
癸
亥
（
二
日
）

に
広
寧
備
禦
指
揮
僉
事
か
ら
署
都
指
揮
僉
事
に
陞
任
し
、
戊
申
（
二
七
日
）
に
遼
東
都
司
僉
書
で
銓
註
本
司
掌
印
を
命
ぜ
ら
れ
た）
86
（

。
蘇

承
勛
は
同
三
年
か
ら
五
年
（
一
五
七
一
）
に
中
軍
指
揮
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
け
で
あ
る）
87
（

。
馮
文
弼
は
万
暦
七
年
五
月
己
巳
（
二
五
日
）

に
遼
東
都
司
僉
書
か
ら
遼
東
広
寧
左
営
遊
擊
に
充
て
ら
れ
、
同
十
年
六
月
丁
未
（
二
一
日
）
に
は
弾
劾
に
よ
っ
て
遼
東
都
司
を
追
わ
れ

た
）
88
（

。
徐
永
昌
は
同
四
年
四
月
壬
午
（
十
九
日
）
に
開
原
馬
市
官
か
ら
車
営
遊
擊
に
陞
任
し
、
同
五
年
閏
八
月
庚
子
（
十
六
日
）
に
遼
東
都

司
僉
書
で
掌
本
司
印
を
命
ぜ
ら
れ
た）
89
（

。
蕭
汝
芝
は
同
十
四
年
五
月
癸
卯
（
九
日
）
に
汚
職
に
よ
っ
て
遼
鎮
都
司
の
任
を
追
わ
れ
た）
90
（

。
李

宗
召
は
同
十
三
年
（
一
五
八
五
）
か
ら
十
六
年
（
一
五
八
八
）
に
か
け
て
参
将
で
あ
る
こ
と
、
王
善
政
は
分
守
遼
東
復
州
等
処
参
将
か

ら
海
州
参
将
に
異
動
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
け
で
あ
る）
91
（

。
郭
夢
徵
は
隆
慶
三
年
十
二
月
壬
寅
（
四
日
）
に
は
蒲
河
城
備
禦
指
揮
僉

事
か
ら
署
都
指
揮
僉
事
遼
東
都
司
事
に
陞
任
し
、
同
五
年
五
月
癸
亥
（
二
日
）
に
開
原
参
将
と
な
り
、
万
暦
十
四
年
七
月
壬
子
（
十
九
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日
）
に
は
原
任
海
州
参
将
か
ら
遼
東
都
司
掌
印
と
な
っ
て
い
る）
92
（

。
王
印
は
不
詳
で
あ
る
。
孔
東
儒
は
同
三
年
十
二
月
辛
卯
（
二
七

日
）
に
遼
東
懿
路
城
備
禦
か
ら
都
司
僉
書
に
陞
任
し
、
同
五
年
正
月
丁
未
（
十
九
日
）
に
広
寧
遊
擊
に
充
て
ら
れ
、
同
七
年
五
月
癸
亥

（
十
九
日
）
に
遼
東
広
寧
左
営
遊
擊
か
ら
左
参
将
分
守
遼
東
海
蓋
地
方
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る）
93
（

。
劉
応
棋
・
裴
那
瀚
・
薛
坤
は
不
詳
で
あ

る
。
崔
吉
は
万
暦
九
年
（
一
五
八
一
）
頃
は
備
禦
で
あ
り
、
同
二
二
年
五
月
丁
未
（
三
十
日
）
に
遼
東
掌
都
司
事
遊
擊
か
ら
中
右
所
遊

擊
に
異
動
に
な
り
、
そ
の
後
は
遊
撃
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る）
94
（

。
曹
烺
は
不
詳
で
あ
る
。
劉
孔
胤
は
同
三
一
年
八
月
己
酉
（
二
六
日
）
に

遼
東
協
守
東
路
副
総
兵
を
解
任
さ
れ
、
同
三
七
年
五
月
丁
酉
（
十
七
日
）
に
神
枢
二
営
参
将
と
な
っ
た）
95
（

。
趙
紳
は
同
十
七
年
九
月
丙
辰

（
十
二
日
）
に
武
科
挙
に
合
格
し
、
同
三
一
年
十
月
壬
寅
（
二
十
日
）
に
遼
東
都
司
掌
印
か
ら
分
守
海
州
左
参
将
と
な
り
、
同
三
八
年
五

月
庚
申
（
十
六
日
）
に
は
副
総
兵
と
な
っ
た）
96
（

。
宿
応
明
に
つ
い
て
は
万
暦
二
八
年
四
月
丁
丑
（
四
日
）
に
指
揮
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の

み
で
あ
る）
97
（

。　

お
わ
り
に

す
で
に
大
幅
に
紙
幅
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
。
地
方
志
の
記
録
は
万
暦
の
ほ
ぼ
後
半
期
ま
で
を
カ
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
こ
と
が
こ
れ
で

分
か
っ
て
来
た
が
、
そ
の
後
も
遼
東
都
司
僉
事
の
徐
国
全
は
南
京
錦
衣
衛
千
戸
で
遼
東
に
派
遣
さ
れ
、
天
啓
元
年
三
月
の
遼
陽
陥
落
で

没
し
、
天
啓
元
年
（
一
六
二
一
）
十
二
月
庚
辰
（
十
三
日
）
に
広
寧
備
禦
陳
一
元
が
管
屯
田
僉
書
署
掌
遼
東
都
司
印
務
に
な
っ
て
い
る）
98
（

な

ど
、
ヌ
ル
ハ
チ
の
手
に
遼
東
鎮
が
墜
ち
て
行
く
中
で
も
遼
東
都
司
が
消
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
遼
東
都
指
揮
使
が
任
命

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
ほ
ぼ
正
徳
年
間
で
終
わ
っ
て
い
て
、
嘉
靖
年
間
は
ま
れ
な
例
し
か
な
い
。
ま
た
、
遼
東
都
司
の
武
官
も
遼
東
鎮
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の
中
の
多
く
の
武
官
ポ
ス
ト
の
一
つ
と
し
て
、
王
朝
中
盤
に
は
武
官
の
異
動
官
職
の
一
つ
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
三
司
制
と
い
っ

て
も
辿
っ
た
命
運
は
か
な
り
違
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
充
分
予
想
さ
れ
る
。
今
回
の
試
み
を
更
に
精
緻
に
展
開
さ
せ
て
行
き
た
い
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
は
、
科
研
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
C
）「
明
代
中
国
に
お
け
る
審
判
・
軍
功
評
価
事
例
の
集
積
に
よ
る
辺
疆
統
御
様
態
の
解
明
」（
代

表
：
荷
見
守
義
、JSPS

科
研
費JP26370816

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

註
（
1
）
川
越
泰
博
『
明
代
中
国
の
疑
獄
事
件　

藍
玉
の
獄
と
連
座
の
人
々
』
風
響
社
、
二
○
○
二
年
、
参
照
。

（
2
）
『
明
史
』
巻
九
十
、
兵
志
二
、
衛
所
の
条
に
よ
る
。

（
3
）
万
全
都
司
は
『
明
実
録
』
宣
徳
四
年
二
月
甲
午
の
条
に
、「
命
建
万
全
都
司
無
祀
鬼
神
壇
。
従
宣
府
総
兵
官
左
都
督
譚
広
請
也
。」
と
あ
る
が
、

同
宣
徳
五
年
六
月
壬
午
の
条
に
、「
置
万
全
都
指
揮
使
司
、
特
関
外
衛
所
皆
隸
後
軍
都
督
府
。
上
以
諸
軍
散
処
辺
境
、
猝
有
緩
急
、
無
所
統
一
、

乃
命
、
于
宣
府
立
都
司
。
命
都
指
揮
使
馬
昇
・
同
知
毛
翔
・
武
興
、
陞
指
揮
使
、
朱
謙
為
都
指
揮
僉
事
、
俱
徃
治
司
事
。
宣
府
等
十
六
衛
所
、

皆
隸
焉
。」
と
あ
り
、
同
癸
未
の
条
に
は｢

命
都
指
揮
使
唐
銘
・
都
指
揮
同
知
李
信
・
都
指
揮
僉
事
張
義
・
卞
福
・
黄
真
、
任
万
全
都
司
、
兼

督
屯
守
。」
と
あ
り
、
同
丙
戌
の
条
に
は｢

造
万
全
都
指
揮
使
司
印
及
銅
牌
」
と
あ
り
、
同
己
丑
の
条
に
は
、「
置
万
全
都
司
経
歴
司
経
歴
・
都

事
各
一
員
、
断
事
司
断
事
・
副
断
事
・
吏
目
各
一
員
、
司
獄
司
司
獄
一
員
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
万
全
都
司
の
発
足
は
宣
徳
五
年
（
一
四
三
〇
）

に
あ
っ
た
。

（
4
）
奴
児
干
都
司
に
つ
い
て
は
江
嶋
寿
雄
『
明
代
清
初
の
女
直
史
研
究
』
中
国
書
店
、
一
九
九
九
年
、
参
照
。

（
5
）
『
明
実
録
』
洪
武
四
年
二
月
壬
午
の
条
。

（
6
）
『
明
実
録
』
洪
武
四
年
五
月
丙
寅
の
条
。

（
7
）
『
明
実
録
』
洪
武
四
年
六
月
壬
寅
の
条
。

（
8
）
『
明
実
録
』
洪
武
四
年
七
月
辛
亥
朔
の
条
。

明代都司掌印官の基礎的考察
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（
9
）
『
明
実
録
』
洪
武
四
年
八
月
癸
巳
、
九
月
庚
申
、
十
一
月
戊
午
、
五
年
正
月
甲
戌
、
二
月
辛
巳
、
八
月
癸
巳
、
九
月
丁
巳
、
十
一
月
辛
未
の

各
条
な
ど
。

（
10
）
『
明
実
録
』
洪
武
六
年
六
月
戊
戌
の
条
な
ど
。
江
嶋
寿
雄
前
掲
『
明
代
清
初
の
女
直
史
研
究
』、
拙
著
『
明
代
遼
東
と
朝
鮮
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
四
年
、
ほ
か
参
照
。

（
11
）
「
見
宦
業
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、「
劉
斌　

蘇
州
崇
明
人
。
以
靖
難
功
、
陞
指
揮
僉
事
。
後
、
以
金
州

剿
滅
倭
寇
、
陞
金
吾
前
衛
指
揮
使
、
又
、
転
陞
遼
東
都
指
揮
僉
事
、
備
禦
寧
遠
、
築
城
建
衛
。
時
、
値
歳
儉
、
外
抗
夷
虜
、
内
撫
軍
士
、
政
理

民
安
、
卓
有
能
声
。」
と
あ
る
。『
遼
東
志
』
巻
五
、
官
師
、
名
宦
の
条
の
文
言
を
一
字
も
違
わ
ず
転
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
12
）
「
見
宦
業
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、「
文
安　

揚
州
江
都
人
。
洪
武
間
、
累
功
、
陞
燕
山
右
護
衛
千
戸
、

征
進
有
功
、
陞
陝
西
都
指
揮
同
知
。
永
楽
間
、
以
才
能
擢
調
遼
東
都
司
。
成
祖
為
勅
諭
諄
切
、
以
勧
戒
之
。
在
任
、
策
励
士
卒
、
招
安
夷
虜
、

撫
恤
軍
余
、
以
寿
終
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
遼
東
志
』
巻
五
、
官
師
、
名
宦
の
条
に
は
、「
文
安　

揚
州
江
都
人
。
洪
武
間
、
累
功
陞
燕
山
右

護
衛
千
戸
、
征
進
有
功
、
陞
陝
西
都
指
揮
同
知
。
永
楽
間
、
以
才
能
推
選
調
遼
東
都
司
管
事
。
招
安
夷
虜
、
撫
恤
軍
余
、
以
寿
終
焉
。」
と
あ
る
。

（
13
）
「
見
宦
業
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、「
王
真　

字
存
誠
、
泗
州
盱
貽
人
。
由
大
寧
後
衛
所
千
戸
、
累
功
陞

都
指
揮
使
掌
遼
東
都
司
事
。
政
洽
民
懐
。
宣
宗
即
位
、
以
真
累
効
労
績
、
特
陞
左
軍
都
督
府
都
督
僉
事
。
英
宗
嗣
位
、
嘉
念
旧
臣
、
進
都
督
同

知
、
錫
金
幣
。
後
以
疾
卒
。
朝
廷
遣
行
人
、
諭
祭
于
家
。」
と
あ
る
。

（
14
）
「
見
宦
業
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、「
畢
恭　

字
以
謙
、
前
屯
衛
籍
。
其
先
山
東
済
寧
人
。
巡
撫
王
公
翺

薦
。
恭
有
文
武
才
、
由
百
戸
、
挙
陞
流
官
指
揮
僉
事
。
図
上
方
畧
、
開
設
迤
西
辺
堡
牆
壕
、
増
図
烽
堠
、
兵
威
大
振
、
虜
人
畏
服
。
進
署
都
指

揮
僉
事
、
奉
勅
守
備
寧
前
地
方
、
在
任
五
年
、
辺
鄙
寧
謐
、
尋
擢
掌
都
司
事
、
撫
士
卒
、
革
奸
弊
、
広
屯
田
、
興
学
校
、
政
平
訴
理
、
至
今
称

之
。
所
著
有
遼
城
吟
稿
。
以
疾
卒
、
上
遣
官
諭
祭
、
翰
林
学
士
廬
陵
陳
循
為
撰
神
道
碑
。」
と
あ
る
。『
遼
東
志
』
巻
六
、
人
物
志
、
薦
辟
、
国

朝
の
条
に
は
、「
畢
恭　

以
謙
前
屯
衛
百
戸
、
正
統
間
、
監
軍
。
都
御
史
王
翺
知
其
有
文
武
才
畧
、
疏
薦
於
朝
。
事
見
宦
蹟
。」
と
あ
り
、
同
宦
蹟
、

国
朝
の
条
に
は
、「
畢
恭　

以
謙
、
前
屯
衛
人
。
有
文
武
才
、
由
百
戸
、
保
陞
流
官
指
揮
僉
事
。
図
上
方
略
、
開
設
辺
堡
牆
壕
烽
堠
、
至
今
頼
焉
。

官
至
署
都
指
揮
僉
事
、
掌
都
司
印
。
撫
士
卒
、
革
奸
弊
、
広
屯
田
、
興
学
校
、
政
平
訴
理
、
至
今
称
之
。
所
著
有
遼
城
吟
稿
。
以
疾
卒
、
上
遣

官
諭
祭
、
翰
林
学
士
廬
陵
陳
循
為
制
神
道
碑
。」
と
あ
る
。

（
15
）
「
見
宦
業
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、「
王
祥　

字
伯
禎
、
其
先
光
州
固
始
人
。
体
貌
魁
偉
、
度
量
有
容
。
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永
楽
間
、
由
燕
山
衛
指
揮
使
、
総
神
機
営
。
成
祖
文
皇
帝
累
賞
金
帛
、
後
陞
都
指
揮
僉
事
、
調
広
寧
・
開
原
操
備
、
修
築
寧
遠
・
蒲
河
等
城
、

皆
祥
経
営
区
画
、
及
擢
掌
遼
東
都
司
事
、
陞
都
指
揮
同
知
。
当
是
時
、
都
司
総
兵
。
甲
子
、
虜
寇
西
鄙
、
祥
殲
其
衆
于
老
河
。
庚
午
、
寇
東
鄙
、

又
戮
其
酋
長
于
東
山
、
累
陞
都
督
僉
事
、
仍
掌
都
司
事
。
以
疾
卒
。
上
命
都
指
揮
夏
霖
諭
祭
於
家
、
特
命
営
葬
於
城
東
南
杏
山
。」
と
あ
る
。

（
16
）
「
見
宦
業
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、「
劉
英　

字
仲
華
、
蘇
之
崇
明
人
。
性
孝
友
簡
静
寡
言
、
不
事
矯
飾
。

由
寧
遠
衛
指
揮
使
、
累
功
陞
都
指
揮
使
掌
遼
東
都
司
事
。
歴
任
既
久
、
廉
能
益
著
、
庶
政
維
新
、
恩
恵
浹
洽
、
老
雅
得
所
。
後
、
以
年
高
休
、

致
遼
人
攀
轅
、
以
留
之
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
遼
東
志
』
巻
五
、
官
師
、
名
宦
の
条
に
は
、「
劉
英　

仲
華
、
蘇
之
崇
明
人
。
性
孝
友
簡
静
寡
言
、

不
事
矯
飾
。
由
寧
遠
衛
指
揮
使
、
累
功
陞
都
指
揮
使
掌
遼
東
都
司
事
。
歴
任
既
久
、
廉
能
益
著
、
庶
政
維
新
、
恩
恵
浹
洽
、
老
雅
得
所
。
後
、

以
年
高
休
、
致
遼
人
攀
轅
、
以
留
之
。」
と
あ
る
。

（
17
）
「
見
開
原
参
将
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
開
原
参
将
の
条
に
、「
耿
賢　

見
宦
業
」
と
あ
り
、
同
巻
四
、
宦
業
志
、
国

朝
の
条
に
は
、「
耿
賢　

定
遼
前
衛
人
。
由
指
揮
功
陞
都
指
揮
僉
事
、
備
禦
金
復
鐵
嶺
、
復
掌
都
司
印
、
尋
守
備
寧
遠
、
隨
転
右
参
将
分
守
開
原
。

善
撫
士
卒
、
不
妄
交
際
。
致
仕
帰
時
、
所
属
惜
其
清
苦
、
各
出
己
意
餽
白
金
二
千
両
。
賢
曰
、
平
生
不
受
。
今
受
之
、
何
也
。
遂
而
分
之
。
軍

士
感
泣
、
護
送
至
家
。
時
、
巡
撫
馬
中
錫
驚
歎
曰
、
非
独
吾
輩
不
如
、
即
古
人
亦
難
。
後
卒
、
葬
城
東
杏
林
山
下
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

（
18
）
「
見
開
原
参
将
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
開
原
参
将
の
条
に
、「
王
道　

定
遼
右
衛
人
」
と
あ
る
。

（
19
）
「
見
錦
義
参
将
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
錦
義
参
将
の
条
に
、「
甯
宝　

東
寧
衛
人
」
と
あ
る
。

（
20
）
「
見
海
州
参
将
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
海
蓋
参
将
の
条
に
、「
王
朴　

東
寧
衛
人
」
と
あ
る
。

（
21
）
「
見
遊
撃
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
広
寧
遊
撃
の
条
に
、「
馬
驃　

右
屯
衛
人
」
と
あ
る
。

（
22
）
「
見
副
総
兵
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
駐
箚
遼
陽
副
総
兵
の
条
に
、「
李
景
良　

見
選
挙
」
と
あ
り
、
同
巻
三
、
選
挙
志
、

武
挙
の
条
に
、「
弘
治
年
、
丁
丑
、
李
景
良　

遼
陽
人　

副
総
兵
」
と
あ
る
。

（
23
）
「
見
遊
撃
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
広
寧
遊
撃
の
条
に
、「
高
大
恩　

見
宦
業
」
と
あ
り
、
同
巻
四
、
宦
業
志
、
国
朝
の
条
に
は
、

「
高
大
恩　

東
寧
衛
指
揮
歴
備
禦
都
司
、
陞
広
寧
遊
撃
、
謝
病
。
嘉
靖
己
未
、
軍
乱
、
聞
大
恩
誣
搆
左
獄
排
獄
推
為
主
。
大
恩
曰
、
若
能
従
我
、

則
出
不
従
我
、
即
死
。
此
衆
諾
、
乃
戒
、
不
殺
人
、
不
放
火
、
不
奪
市
、
不
閉
城
門
。
巡
按
至
、
我
為
若
等
白
之
。
上
馬
、
至
鐘
楼
、
大
恩
令

収
酒
帘
、
不
許
売
酒
、
余
市
。
自
若
軍
気
稍
息
、
乃
自
入
獄
。
後
三
日
、
巡
按
至
撫
定
之
。
大
恩
処
変
不
驚
、
志
意
言
詞
一
出
於
正
、
潜
消
兇

気
、
地
方
頼
以
不
至
大
乱
。」
と
あ
る
。
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（
24
）
「
見
錦
義
参
将
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
錦
義
参
将
の
条
に
、「
周
益
昌　

見
人
物
」
と
あ
り
、
同
、
瀋
陽
遊
撃
の
条
に
、

｢

周
益
昌　

見
義
州
参
将｣

と
あ
り
、
同
巻
四
、
人
物
志
、
将
才
、
国
朝
の
条
に
、｢

周
益
昌　

字
延
禄
、
広
寧
左
屯
衛
指
揮
。
嘉
靖
乙
未
、
会
武
、

清
廉
勤
慎
、
歴
陞
備
禦
都
司
、
練
習
吏
事
。
薦
充
錦
義
右
参
将
。
値
北
虜
数
万
侵
犯
、
益
昌
率
所
部
犯
敵
、
自
午
至
暮
、
虜
漸
加
兵
、
益
昌
度

虜
夜
必
襲
営
、
乃
説
空
壘
、
張
旗
幟
、
移
軍
他
処
、
以
就
援
。
虜
果
夜
至
、
知
其
有
備
、
而
去
。
辛
亥
、
転
牆
子
嶺
参
将
、
尋
陞
古
北
口
協
守

副
総
兵
、
以
功
陞
都
督
僉
事
、
充
総
兵
鎮
守
薊
州
等
處
地
方
。
九
月
、
北
虜
寇
古
北
口
土
牆
子
辺
、
厳
兵
拒
守
、
匹
馬
不
能
入
境
。
上
賜
大
紅

紵
絲
一
襲
、
加
都
督
同
知
、
廕
一
子
之
望
副
千
戸
。
乙
卯
、
虜
又
擁
衆
入
犯
寛
佃
峪
、
斬
獲
賊
首
、
得
獲
夷
馬
・
器
械
、
無
算
。
捷
聞
、
賞
銀

三
十
両
、
紵
絲
二
表
裏
、
進
栄
禄
大
夫
、
廕
一
子
之
挙
副
千
戸
。
丙
辰
、
卒
于
任
。
詔
賜
祭
葬
、
立
祠
、
贈
右
都
督
。｣

と
あ
る
。

（
25
）
「
見
錦
義
参
将
」
と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
錦
義
参
将
の
条
に
、｢

見
開
原
参
将｣

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、

分
守
開
原
参
将
の
条
に
、｢
許
策　

東
寧
衛
人　

見
選
挙｣

と
あ
り
、
同
巻
三
、
選
挙
志
、
武
挙
の
条
に
、｢

嘉
靖
年
、
戊
戌
、
許
策　

遼
陽
人

開
原
参
将｣

と
あ
る
。

（
26
） ｢

見
遊
撃｣

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
広
寧
遊
撃
の
条
に
、｢

李
湊　

広
寧
衛
人｣

と
あ
る
。

（
27
） ｢

見
寧
前
参
将｣

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
寧
前
参
将
の
条
に
、｢

徐
府　

海
州
衛
人｣

と
あ
る
。

（
28
） ｢

見
寧
前
参
将｣

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
寧
前
参
将
の
条
に
、｢

李
広　

京
衛
人｣

と
あ
る
。

（
29
） ｢

見
遊
撃｣

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
入
衛
遊
撃
の
条
に
、｢

王
允
中　

定
遼
前
衛
人｣

と
あ
る
。

（
30
） ｢

見
錦
義
参
将｣

と
あ
り
、『
全
遼
志
』
巻
三
、
職
官
志
、
分
守
錦
義
参
将
の
条
に
、｢

劉
印　

広
寧
人｣

と
あ
る
。

（
31
）
『
明
実
録
』
洪
武
四
年
七
月
辛
亥
朔
、
同
八
年
十
一
月
是
月
、
同
九
年
三
月
丁
丑
、
同
十
一
年
五
月
己
亥
の
各
条
。

（
32
）
『
明
実
録
』
洪
武
十
一
年
春
二
月
甲
辰
朔
、
同
二
年
春
正
月
丁
酉
、
同
四
年
三
月
乙
巳
、
同
九
年
冬
十
月
壬
戌
の
各
条
。

（
33
）
『
明
実
録
』
洪
武
十
二
年
六
月
甲
戌
、
同
十
三
年
七
月
甲
午
・
庚
子
、
同
十
五
年
十
二
月
丙
戌
、
同
十
六
年
春
正
月
戊
午
、
同
十
六
年
二
月

辛
巳
、
同
十
三
年
三
月
庚
戌
の
各
条
。

（
34
）
『
明
実
録
』
洪
武
二
一
年
三
月
戊
寅
の
条
。

（
35
）
『
明
実
録
』
洪
武
十
二
年
夏
四
月
庚
申
の
条
。

（
36
）
『
明
実
録
』
洪
武
十
四
年
十
二
月
乙
丑
、
同
十
五
年
五
月
丁
巳
、
同
十
七
年
六
月
戊
戌
朔
の
各
条
。

（
37
）
『
明
実
録
』
洪
武
十
六
年
七
月
丙
寅
、
同
二
十
年
秋
七
月
甲
申
の
各
条
。
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（
38
）
『
明
実
録
』
洪
武
二
二
年
五
月
乙
未
、
同
八
月
丙
午
、
同
二
三
年
春
正
月
庚
寅
、
同
三
五
年
（
建
文
四
年
）
九
月
戊
子
、
永
楽
元
年
三
月
丁
亥
、

同
年
秋
七
月
辛
巳
の
各
条
。

（
39
）
『
明
実
録
』
洪
武
三
五
年
（
建
文
四
年
）
十
二
月
丁
巳
、
宣
徳
五
年
正
月
丁
卯
、
同
秋
七
月
乙
巳
の
条
。

（
40
）
『
明
実
録
』
永
楽
九
年
三
月
丙
寅
の
条
。

（
41
）
『
明
実
録
』
永
楽
十
年
三
月
乙
未
、
洪
武
三
五
年
（
建
文
四
年
）
十
一
月
戊
申
、
永
楽
十
三
年
十
二
月
己
丑
、
同
二
十
年
春
正
月
壬
午
、
同

二
二
年
十
月
癸
丑
、
宣
徳
元
年
春
正
月
癸
亥
の
各
条
。

（
42
）
『
明
実
録
』
永
楽
十
年
十
二
月
丁
丑
、
同
十
二
年
参
月
甲
申
、
ま
た
同
三
年
三
月
乙
丑
の
各
条
参
照
。

（
43
）
『
明
実
録
』
永
楽
十
八
年
十
一
月
壬
申
、
洪
熙
元
年
冬
十
月
丙
寅
朔
、
宣
徳
元
年
二
月
己
丑
の
各
条
。

（
44
）
『
明
実
録
』
永
楽
九
年
三
月
庚
午
、
宣
徳
九
年
二
月
戊
午
、
正
統
三
年
二
月
戊
辰
の
各
条
。

（
45
）
『
明
実
録
』
宣
徳
十
年
秋
七
月
癸
巳
、
正
統
二
年
三
月
乙
卯
、
同
九
月
辛
丑
、
同
四
年
夏
四
月
己
丑
、
同
五
年
二
月
庚
寅
、
同
七
年
秋
七
月

乙
丑
、
正
統
十
四
年
五
月
甲
申
の
各
条
。

（
46
）
『
明
実
録
』
永
楽
二
二
年
十
一
月
辛
巳
の
条
。

（
47
）
『
明
実
録
』
正
統
元
年
六
月
庚
戌
の
条
。

（
48
）
『
明
実
録
』
正
統
八
年
夏
四
月
癸
巳
、
同
十
二
年
夏
四
月
壬
辰
朔
の
各
条
。

（
49
）
『
明
実
録
』
正
統
八
年
三
月
辛
酉
・
壬
戌
、
同
九
年
六
月
庚
寅
。

（
50
）
『
明
実
録
』
正
統
九
年
六
月
庚
寅
の
条
。

（
51
）
『
明
実
録
』
正
統
十
四
年
六
月
辛
亥
、
同
九
月
庚
子
、
天
順
元
年
夏
四
月
壬
子
、
同
三
年
十
一
月
丙
午
、
同
十
二
月
己
未
、
同
八
年
十
二
月

辛
丑
、
成
化
四
年
二
月
庚
申
、
同
五
年
春
正
月
壬
戌
、
同
九
年
冬
十
月
己
巳
の
各
条
。

（
52
）
『
明
実
録
』
正
統
六
年
十
一
月
己
酉
、
同
七
年
秋
七
月
乙
丑
、
景
泰
元
年
八
月
戊
寅
是
日
、
同
十
一
月
甲
辰
、
景
泰
二
年
夏
四
月
癸
巳
、
天

順
元
年
冬
十
月
庚
申
、
同
二
年
五
月
甲
辰
の
各
条
。

（
53
）
『
明
実
録
』
景
泰
四
年
十
二
月
丙
申
、
景
泰
五
年
夏
四
月
甲
申
、
天
順
元
年
冬
十
月
丁
酉
、
成
化
十
五
年
五
月
丙
子
の
各
条
。

（
54
）
『
明
実
録
』
景
泰
六
年
十
二
月
甲
子
の
条
。

（
55
）
『
明
実
録
』
景
泰
四
年
冬
十
月
壬
子
、
天
順
八
年
三
月
辛
酉
、
成
化
二
年
五
月
辛
巳
の
各
条
。
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（
56
）
『
明
実
録
』
天
順
七
年
十
一
月
辛
未
、
成
化
二
年
十
二
月
丁
未
、
同
七
年
十
一
月
己
未
の
各
条
。

（
57
）
『
明
実
録
』
天
順
元
年
九
月
辛
未
、
成
化
七
年
六
月
癸
卯
の
各
条
。

（
58
）
『
明
実
録
』
成
化
二
年
十
一
月
癸
酉
の
条
。

（
59
）
『
明
実
録
』
成
化
三
年
十
二
月
丁
酉
、
同
五
年
夏
四
月
乙
丑
、
弘
治
七
年
三
月
甲
辰
、
同
八
年
八
月
癸
丑
、
同
十
年
六
月
丁
酉
の
各
条
。

（
60
）
『
明
実
録
』
成
化
二
年
秋
七
月
壬
辰
、
成
化
二
一
年
春
正
月
己
酉
、
弘
治
元
年
十
一
月
戊
戌
、
同
十
六
年
八
月
辛
亥
、
同
十
七
年
七
月
癸
卯
、

同
十
一
月
乙
未
の
各
条
。

（
61
）
『
明
実
録
』
成
化
八
年
九
月
庚
申
、
同
十
五
年
秋
七
月
己
未
、
同
二
三
年
秋
七
月
丁
未
の
各
条
。

（
62
）
『
明
実
録
』
成
化
八
年
秋
七
月
庚
申
、
成
化
十
六
年
五
月
丁
未
、
同
十
七
年
二
月
壬
申
、
成
化
二
一
年
秋
七
月
庚
申
の
各
条
。

（
63
）
『
明
実
録
』
弘
治
十
年
六
月
丁
酉
、
同
十
七
年
七
月
丙
午
、
正
徳
三
年
二
月
壬
午
の
各
条
。

（
64
）
『
明
実
録
』
弘
治
十
年
六
月
丁
酉
、
同
十
七
年
十
一
月
戊
戌
、
同
十
八
年
正
月
乙
巳
、
正
徳
六
年
三
月
辛
未
の
各
条
。

（
65
）
『
明
実
録
』
弘
治
十
二
年
七
月
乙
丑
、
弘
治
十
七
年
七
月
己
亥
、
正
徳
元
年
秋
七
月
乙
未
、
同
三
年
五
月
癸
丑
、
同
五
年
五
月
乙
亥
、
同
八

年
夏
四
月
庚
戌
、
同
八
年
秋
七
月
辛
未
、
同
冬
十
月
乙
巳
、
同
九
年
夏
四
月
丁
未
の
各
条
。

（
66
）
『
明
実
録
』
正
徳
三
年
二
月
乙
酉
、
同
四
年
三
月
辛
亥
、
同
八
年
夏
四
月
辛
丑
、
同
十
一
年
三
月
丙
戌
の
各
条
。

（
67
）
『
明
実
録
』
弘
治
九
年
六
月
辛
未マ
マ（
巳
）、
正
徳
元
年
八
月
壬
子
、
同
六
年
三
月
庚
午
、
同
十
一
年
三
月
辛
卯
、
同
十
二
年
春
正
月
辛
丑
の
各
条
。

（
68
）
『
明
実
録
』
正
徳
七
年
十
二
月
甲
子
の
条
。

（
69
）
『
明
実
録
』
正
徳
十
一
年
三
月
辛
卯
、
同
十
二
年
春
正
月
辛
丑
、
嘉
靖
元
年
三
月
辛
亥
、
同
九
月
乙
巳
、
同
七
年
正
月
丁
酉
の
各
条
。

（
70
）
『
明
実
録
』
正
徳
四
年
三
月
丁
巳
、
同
七
月
壬
子
、
嘉
靖
元
年
十
月
丙
申
、
同
二
年
五
月
庚
寅
、
四
年
十
月
戊
子
、
同
七
年
正
月
丁
酉
の
各
条
。

（
71
）
『
明
実
録
』
正
徳
九
年
冬
十
月
甲
寅
、
同
十
一
年
三
月
辛
卯
、
同
八
月
癸
酉
、
嘉
靖
四
年
三
月
辛
巳
の
各
条
。

（
72
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
四
年
三
月
辛
巳
の
条
。

（
73
）
『
明
実
録
』
正
德
十
三
年
冬
十
月
庚
寅
、
嘉
靖
五
年
五
月
丁
酉
の
各
条
。

（
74
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
五
年
十
一
月
壬
寅
の
条
。

（
75
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
十
八
年
十
一
月
庚
子
、
同
二
十
年
十
二
月
乙
卯
、
同
二
一
年
十
一
月
辛
亥
、
同
二
二
年
四
月
乙
酉
、
同
八
月
丁
丑
、
同

二
八
年
八
月
己
亥
、
同
二
九
年
八
月
戊
寅
、
同
九
月
壬
寅
の
各
条
。
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（
76
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
二
四
年
正
月
己
酉
の
条
。

（
77
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
二
四
年
正
月
癸
丑
、
同
二
六
年
正
月
丙
寅

（
78
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
二
八
年
三
月
壬
申
の
条
。

（
79
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
一
年
四
月
丙
寅
、
同
三
三
年
十
二
月
戊
子
の
各
条
。

（
80
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
三
五
年
七
月
庚
午
の
条
。

（
81
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
四
十
年
九
月
癸
巳
、
隆
慶
三
年
四
月
丁
丑
の
各
条
。

（
82
）
『
明
実
録
』
嘉
靖
十
八
年
十
月
癸
巳
の
条
。

（
83
）
『
明
実
録
』
隆
慶
元
年
三
月
甲
子
の
条
。

（
84
）
『
明
実
録
』
隆
慶
元
年
三
月
丙
子
の
条
。

（
85
）
『
明
実
録
』
隆
慶
二
年
八
月
庚
寅
、
同
五
年
五
月
丙
子
、
万
暦
元
年
正
月
庚
寅
の
各
条
。

（
86
）
『
明
実
録
』
隆
慶
元
年
八
月
壬
寅
、
同
五
年
五
月
癸
亥
・
万
暦
元
年
正
月
戊
申
の
各
条
。

（
87
）
『
明
実
録
』
隆
慶
三
年
四
月
丁
丑
、
同
五
年
十
一
月
己
未
朔
の
各
条
。

（
88
）
『
明
実
録
』
万
暦
七
年
五
月
己
巳
、
同
十
年
六
月
丁
未
の
各
条
。

（
89
）
『
明
実
録
』
万
暦
四
年
四
月
壬
午
、
万
暦
五
年
閏
八
月
庚
子
の
各
条
。

（
90
）
『
明
実
録
』
万
暦
十
四
年
五
月
癸
卯
の
条
。

（
91
）
『
明
実
録
』
万
暦
十
三
年
閏
九
月
庚
申
、
同
十
六
年
九
月
戊
寅
、
同
二
一
年
四
月
己
丑
の
各
条
。

（
92
）
『
明
実
録
』
隆
慶
三
年
十
二
月
壬
寅
、
同
五
年
五
月
癸
亥
、
同
六
年
十
月
庚
申
、
万
暦
元
年
十
二
月
庚
戌
、
同
三
年
八
月
戊
子
、
同
十
四
年

七
月
壬
子
、
同
十
九
年
七
月
壬
申
、
同
八
月
癸
巳
朔
の
各
条
。

（
93
）
『
明
実
録
』
万
暦
三
年
十
二
月
辛
卯
、
同
五
年
正
月
丁
未
、
同
六
年
十
一
月
辛
未
、
同
七
年
五
月
癸
亥
の
各
条
。

（
94
）
『
明
実
録
』
万
暦
九
年
四
月
乙
巳
、
同
十
年
正
月
乙
酉
、
同
二
二
年
五
月
丁
未
、
同
十
月
丙
寅
の
各
条
。

（
95
）
『
明
実
録
』
万
暦
三
一
年
八
月
己
酉
、
同
三
七
年
五
月
丁
酉
の
各
条
。

（
96
）
『
明
実
録
』
万
暦
万
暦
十
七
年
九
月
丙
辰
、
同
三
一
年
十
月
壬
寅
の
各
条
。

（
97
）
『
明
実
録
』
万
暦
二
八
年
四
月
丁
丑
の
各
条
。

明代都司掌印官の基礎的考察
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（
98
）
川
越
泰
博
「
中
山
王
徐
達
一
族
と
靖
難
の
役
」『
档
案
の
世
界
』
中
央
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
参
照
。
ま
た
、『
明
実
録
』
天
啓
元
年

十
二
月
庚
辰
の
条
。
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